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畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
御

位
に
即
か
れ
て
よ
り
五
年
の
佳
節
を
迎
へ
ら
れ
ま

し
た
こ
と
、
誠
に
慶
賀
に
存
じ
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
国
家
の
弥
栄
を

お
慶
び
申
し
上
げ
、
神
宮
を
は
じ
め
各
御
社
頭
の

御
隆
昌
を
御
祈
念
致
し
ま
す
。

　

去
る
四
月
二
十
三
日
、
明
治
記
念
館
に
て
当
会

創
立
七
十
五
周
年
記
念
大
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。大
会
に
は
彬
子
女
王
殿
下
の
御
台
臨
を
賜
り
、

全
国
各
地
よ
り
大
変
多
く
の
御
来
賓
、諸
先
輩
方
、

そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
無

事
盛
会
裡
に
執
り
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
は
創
立
以
来
、
時
局
に
応
じ
た
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
神
宮
式
年
遷
宮
の
啓

発
活
動
は
そ
の
中
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。
昭

和
二
十
六
年
に
は
「
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛

運
動
に
関
す
る
決
議
」
が
な
さ
れ
て
を
り
、
第

六
十
一
回
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
際
に

は
「
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ

る
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
遷
宮
啓
発
に
向
け
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
の

御
遷
宮
完
遂
後
に
は
「
次
世
代
委
員
会
」
を
設
置

し
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
の
検
証
を
行
ひ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
継
続
的
な
啓
発
活
動
の
必
要
性
を
確
認

し
た
た
め
「
神
宮
啓
発
委
員
会
」
を
設
置
し
、
次

期
御
遷
宮
を
見
据
ゑ
た
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま

し
た
。
そ
し
て
本
年
四
月
八
日
、
神
宮
に
お
か
れ

ま
し
て
は
畏
く
も
天
皇
陛
下
の
御
聴
許
を
賜
り
、

第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
が
愈
々
本
格
的
に
動

き
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
千
三
百

年
以
上
の
長
き
に
亘
り
、
二
十
年
に
一
度
と
い
ふ

慣
例
が
続
い
て
き
た
と
は
い
へ
、
世
情
や
人
の
意

識
、
価
値
観
が
大
き
く
変
は
る
中
で
、
こ
の
式
年

遷
宮
を
行
ふ
と
い
ふ
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
式
年
遷
宮
が
国
家

の
重
儀
と
し
て
国
民
総
奉
賛
の
内
に
挙
行
さ
れ
る

べ
く
、
我
々
は
青
年
神
職
と
し
て
そ
の
意
義
を
広

め
、
長
期
に
亘
る
積
極
的
な
活
動
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
会
と
し
て
は
、
今
期
一
年
目
ま
で
継
続
し
て

ゐ
た
神
宮
啓
発
委
員
会
を「
神
宮
式
年
遷
宮
の〝
こ

こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る
委
員
会
」
と
し
て
改
め
て

設
置
す
る
こ
と
を
四
月
二
十
四
日
の
定
例
総
会
に

て
御
承
認
い
た
だ
き
、
五
月
二
十
八
日
に
は
委
員

会
設
置
を
神
宮
に
御
奉
告
申
し
上
げ
、
続
く
発
会

式
で
は
御
遷
宮
の
啓
発
活
動
に
向
け
て
決
意
を
新

た
に
致
し
ま
し
た
。
御
遷
宮
の
意
義
を
広
め
、
率

先
し
て
活
動
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
ま
づ
は
自
ら

の
中
で
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
へ
、
発

会
式
に
引
き
続
き
神
宮
御
神
域
に
て
創
立
七
十
五

周
年
記
念
事
業
「
巫
女
の
た
め
の
神
宮
研
修
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
明
年
三
月
に
は
、

毎
年
行
っ
て
を
り
ま
す
中
央
研
修
会
を
神
宮
研
修

会
と
し
て
伊
勢
の
地
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
伊
勢

に
集
ひ
、
改
め
て
神
宮
の
御
事
や
御
遷
宮
に
つ
い

て
学
び
、
自
己
の
研
鑽
を
深
め
る
こ
と
で
今
後
の

啓
発
活
動
に
繋
げ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
皆
様
の
御
参
加
を
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
恒
例
の
事
業
に
加
へ
て
創
立
七
十
五
周

年
記
念
事
業
も
展
開
し
て
参
り
ま
す
が
、
そ
の
上

で
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
が
自
然
災
害
に

対
す
る
支
援
活
動
で
す
。
特
に
本
年
一
月
一
日
に

発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
半
年
が

経
過
し
た
現
在
も
現
地
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

を
り
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
個
別
の
支
援
活
動

は
行
は
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
当
会
と
し
て
直
接
的
な

活
動
が
行
へ
て
を
ら
ず
、
自
ら
の
力
不
足
を
痛
感

し
て
を
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
や
地
域
に
思

ひ
を
馳
せ
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
一
日
も
早
い
復

旧
復
興
に
向
け
、
今
出
来
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

様
々
な
こ
と
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
時
代

や
状
況
、活
動
す
る
内
容
は
異
な
っ
た
と
し
て
も
、

我
々
が
受
け
継
ぎ
伝
へ
て
い
く
も
の
の
本
質
は
変

は
り
ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
変
化
に
対
応
し
て
い
け
る
や
う
、
皆
様

と
共
に
歩
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

本
年
度
も
何
卒
宜
し
く
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長

大
鳥
居 
良
人
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特
集

通
信•

会
報
か
ら
ひ
も
と
く
御
遷
宮
と
神
青
協

本
年
四
月
の
御
聴
許
を
拝
し
、
神
宮
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
御
準
備
が
進

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
当
会
は
創
立
以
来
常
に
神
宮
の
啓
発
に
努
め
て
を
り
、
こ
と
御
遷
宮
の
時
分
に
あ
っ
て

は
そ
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る
た
め
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
今
回
は
、
会
報
や
通
信
の
記

事
を
通
じ
て
当
時
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
尚
、
神
青
協
公
式
Ｈ
Ｐ
に
は
全
て
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
詳
細
は
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
よ
り
是
非
と
も
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

▲

当
会
創
立
（
昭
二
四
）
の
翌
年
に
は
式
年
遷
宮
に
向
け
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刊
行
頒
布
、
翌
々
年
に
は
遷
宮
奉
賛
写

真
を
制
作
し
、
写
真
展
開
催
を
推
奨
し
て
ゐ
る
。

会
報
一
号
（
昭
二
七・一・三
一
）
四
頁

●
第
五
十
九
回
神
宮
式
年
遷
宮
●

昭
和
二
十
八
年

会
報
一
号
（
昭
二
七・一・三
一
）
八
頁

会
報
二
号
（
昭
二
七・三・三
一
）
一
五
頁

会
報
八
号
（
昭
二
八・一
一・三
〇
）

▲

神
宮
御
遷
宮
特
集
号
と
し
て
発
刊
さ
れ
、
第
五
十
九
回
神
宮

式
年
遷
宮
祭
奉
仕
者
の
感
想
文
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

会
報
四
四
号
（
昭
四
〇・一
二・二
〇
）
三
三
一
頁

▲

お
木
曳
行
事
の
奉
仕
に
は
多
数
の
参
加
者
を
集
め
、
昭
和

四
一
年
五
月
、
同
四
二
年
六
月
の
二
回
参
加
し
た
。

●
第
六
十
回
神
宮
式
年
遷
宮
●

昭
和
四
十
八
年

会
報
六
八
号
（
昭
五
〇・五・一
〇
）
五
八
二
頁

▲

「
神
道
と
自
然
環
境
」
を
主
題
と
し
て
創
立
二
十
五
周
年

記
念
植
樹
兼
中
央
研
修
会
を
開
催
。
日
程
二
日
目
に
は
鳥

路
山
に
て
二
〇
〇
年
後
の
御
遷
宮
用
材
と
な
る
檜
の
造
林

奉
仕
（
下
草
刈
枝
打
・
五
〇
〇
〇
本
程
度
）
を
行
っ
た
。

会
報
八
七
号
（
昭
五
八・一・二
一
）
一
二
頁

会
報
八
九
号
（
昭
六
〇・三・一
）
一
七
頁

▲

昭
和
五
八
年
、
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝

へ
る
委
員
会
設
置
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

▲

遷
宮
委
員
会
は
、
第
六
十
一
回
式
年
遷
宮
の
御
聴
許
を
拝

し
た
昭
和
五
九
年
に
初
め
て
発
会
（
三
次
十
年
）。
続
く

第
六
十
二
回
の
御
遷
宮
時
は
平
成
一
六
年
に
発
会
（
五
期

十
年
）。
令
和
六
年
の
発
会
は
三
度
目
と
な
る
。

●
第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷
宮
●平

成
五
年

会
報
三
号
（
昭
二
七・六・二
四
）
二
四
頁
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通
信
三
五
号
（
平
四・一
）
二
頁

▲

平
成
元
年
～
四
年
ま
で
四
度
続
け
ら
れ
た
遷
宮
研
修
会
。

会
報
一
〇
三
号
（
平
五・三・三
一
）
三
六
頁

▲

地
区
・
単
位
会
に
お
け
る
啓
蒙
活
動
を
調
査
、結
果
は
『
神

宮
式
年
遷
宮
啓
蒙
活
動
調
査
報
告
書
』（
平
九
・
三
発
行
）

と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。

通
信
三
七
号
（
平
四・八・一
五
）
六
頁

▲

「
か
み
さ
ま
に
お
ね
が
い
を
」
を
テ
ー
マ
に
「
こ
ど
も
ぬ

り
え
大
会
」
を
開
催
。
ぬ
り
え
用
紙
は
全
国
か
ら
約
五
万

点
の
注
文
が
あ
り
、
選
ば
れ
た
五
六
作
品
は
神
宮
参
集
殿

に
展
示
さ
れ
た
。

▲

石
階
下
か
ら
見
上
げ
た
内

宮
と
Ｉ
Ｓ
Ｅ
コ
ッ
コ
、
子

ど
も
の
願
ひ
が
書
け
る
や

う
に
と
絵
馬
を
組
合
は
せ

た
図
柄
に
な
っ
て
ゐ
た
。

▲

第
六
十
回
の
遷
宮
（
昭
四
八
）
よ
り
「
一
日
神
領
民
」
の

制
度
が
設
け
ら
れ
た
「
お
白
石
持
行
事
」。
全
国
単
位
会

が
様
々
な
形
で
参
加
し
た
こ
と
、
開
催
地
の
三
重
神
青
は

参
拝
者
受
入
の
助
成
を
行
っ
た
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
ゐ

る
。

通
信
四
一
号
（
平
五・九・二
〇
）
二
頁

通
信
四
二
号
（
平
六・一・一
）
二
頁

●
第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷
宮
●平

成
五
年

▲

創
立
四
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
遷
宮
奉
祝
伊
勢
街

道
参
宮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
、
全
国
会
員
一
三
一
名

が
参
加
し
た
。
国
民
参
宮
気
運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
、
ま

た
各
単
位
会
か
ら
の
全
国
特
産
品
を
各
々
が
背
に
担
っ
て

大
御
前
に
奉
献
し
て
全
会
員
挙
げ
て
奉
祝
の
誠
を
捧
げ
る

こ
と
を
主
旨
と
し
て
企
画
し
た
。「
お
か
げ
ま
ゐ
り
」
に

な
ぞ
ら
え
て
東
海
道
及
び
伊
勢
街
道
か
ら
な
る
伊
勢
参
宮

街
道
の
約
一
〇
〇
キ
ロ
を
二
日
間
か
け
て
踏
破
し
た
。

会
報
一
〇
四
号
（
平
六・三・三
一
）
一
四
頁

▲

新
聞
各
社
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

会
報
一
〇
七
号
（
平
九・三・三
一
）
表
紙

通
信
五
三
号
（
平
九・一・一
）
二
頁

▲

皇
大
神
宮
御
鎮
座
二
〇
〇
〇
年
奉
祝
行
事
の
一
環
と
し
て

ホ
テ
ル
池
の
浦
荘
を
会
場
に
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

ま
た
こ
の
佳
節
に
奉
祝
の
意
を
呈
す
る
た
め
、
全
国
か
ら

集
め
た
供
物
を
一
〇
台
の
籠
に
盛
り
、担
ひ
で
奉
献
し
た
。

▲

奉
献
行
事
出
発
前
に
は

早
朝
五
時
か
ら
鳥
羽
湾
で
禊
を
行
ひ
心
身
を
清
め
た
。
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会
報
一
一
五
号
（
平
一
七・三・三
一
）

▲

創
立
五
十
五
周
年
記
念
号
は
「
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
次

世
代
へ
守
り
伝
へ
る
」
と
副
題
を
つ
け
て
発
行
し
た
。

▲

神
宮
の
存
在
・
御
遷
宮
の
意
義
に
つ
い
て
実
際
に
肌
で
感

じ
学
ぶ
遷
宮
啓
発
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
知
ろ
う
学
ぼ

う
お
伊
勢
さ
ん
」
に
は
多
く
の
家
族
が
参
加
し
た
。

通
信
八
八
号
（
平
一
七・九・二
〇
）
四
頁

▲

「
知
ろ
う
学
ぼ
う
お
伊
勢
さ
ん
」
は
平
成
一
六
年
八
月
と

平
成
一
七
年
七
月
の
二
回
開
催
し
た
。

会
報
九
四
号
（
平
一
九・三・三
一
）
五
頁

▲

啓
発
活
動
に
資
す
る
べ
く
懸
垂
幕
・
幟
端
を
作
成
し
、
全

会
員
に
一
組
づ
つ
無
料
配
布
し
た
。

通
信
九
九
号
（
平
二
〇・六・三
〇
）
一
〇
頁

▲

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
奉
祝
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
当

会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
た
。

全
国
よ
り
募
集
し
た
紙
絵
馬
を
奉
納
参
拝
す
る
た
め
、
伊

勢
街
道
を
日
の
追
分
（
四
日
市
）
か
ら
内
宮
ま
で
踏
破
し

た
。

通
信
一
〇
〇
号
（
平
二
〇・九・三
〇
）
一
二
頁

▲

郵
便
局
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
、
神
宮
を
テ
ー
マ
に
し

た
フ
レ
ー
ム
切
手
シ
ー
ト
を
平
成
二
〇
年
、
同
二
一
年
、

同
二
四
年
、
同
二
七
年
の
四
度
作
成
し
た
。

会
報
一
二
〇
号
（
平
二
二・三・三
一
）
五
二
頁

▲

「
遷
宮
に
受
け
継
が
れ
る
日
本
の
〝
こ
こ
ろ
〟」
を
主
題
と

し
て
開
催
さ
れ
た
神
宮
式
年
遷
宮
啓
発
研
修
会
で
は
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
他
、「
遷
宮
啓
発
に
関
は
る

意
見
交
換
会
」
が
行
は
れ
た
。

▲

子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で
お
米
作
り
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

神
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
た
「
知
ろ
う
学
ぼ
う
お
米
作
り
」。
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
沢
山
の
新
穀
と
奉
納
名
簿
、
神
様
へ
の
感
謝
が
書

か
れ
た
記
念
写
真
を
内
宮
と
外
宮
に
奉
納
し
た
。

●
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
●

平
成
二
十
五
年
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通
信
一
一
〇
号
（
平
二
三・三・三
一
）
一
二
頁

▲

巫
女
の
た
め
の
神
宮
研
修
会
は
そ
の
後
も
回
を
重
ね
、
令

和
六
年
五
月
の
開
催
で
第
四
回
目
と
な
っ
た
。

通
信
一
二
五
号
（
平
成
二
七・一・一
）
七
頁

●
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
●

平
成
二
十
五
年

▲
神
宮
十
四
所
別
宮
の
ひ
と
つ
、
瀧
原
宮
並
び
に
瀧
原
竝
宮

の
遷
御
の
儀
に
役
員
七
名
が
参
列
を
許
さ
れ
た
。

会
報
一
二
四
号
（
平
二
六・三・三
一
）
二
頁

▲

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
遷
御
の
儀
に
臨
時
出
仕
と
し

て
奉
仕
し
た
五
名
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

会
報
一
二
五
号
（
平
二
七・三・三
一
）
六
〇
頁

▲

せ
ん
ぐ
う
館
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

通
信
一
二
七
号
（
平
二
七・六・三
〇
）
一
〇
頁

▲

遷
宮
委
員
会
の
解
散
に
伴
ひ
、
こ
れ
ま
で
の
啓
発
活
動
の
検

証
を
行
ひ
次
期
遷
宮
に
向
け
た
土
台
作
り
を
す
る
た
め
次
世

代
委
員
会
を
設
置
。
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全
国
会
長
会

神
道
青
年
全
国
協
議
会
第
六
十
七
回

定
例
総
会
後
、
「
全
国
会
長
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。

ま
づ
神
社
本
庁
前
に
列
立
。
明
治
神

宮
へ
参
進
し
、
正
式
参
拝
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
神
社
本
庁
大
講
堂
へ
と
進

み
、
「
靖
國
神
社
・
全
国
護
国
神
社
玉

串
料
伝
達
式
」
を
斎
行
。
神
殿
前
に
て

祓
ひ
を
受
け
た
玉
串
料
を
、
長
友
安
隆

会
長
よ
り
各
地
区
会
長
に
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
挨
拶
で
は
、
「
今
な
ほ
世
情

混
沌
と
し
、
ま
た
急
速
に
変
化
を
遂
げ

る
現
代
に
於
い
て
、
我
々
青
年
神
職
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
も
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
れ
ら
を
全
う
す
る
為
に
は
、
会
員
諸

兄
一
人
一
人
の
協
心
努
力
が
必
要
で
あ

る
」
と
、
述
べ
ら
れ
た
。

青
年
同
士
の
紐
帯
を
更
に
鞏
固
に

し
、
各
単
位
会
会
長
と
思
ひ
を
一
つ
に

邁
進
し
た
い
と
、
『
菊
波
ノ
友
垣
（
徽

章
）
』
が
授
与
さ
れ
た
。
各
単
位
会
の

会
長
は
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
「
お

お
」
と
力
強
く
返
事
を
し
、
長
友
会
長

の
手
で
直
接
、
各
単
位
会
会
長
の
胸
へ

徽
章
が
つ
け
ら
れ
、
共
に
固
い
握
手
を

交
は
し
た
。

次
に
「
意
見
交
換
会
」
で
は
、
神
青

協
に
対
す
る
思
ひ
や
、
貴
重
な
意
見
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
長
友
会
長
と
単
位

会
会
長
と
の
間
で
、
活
発
に
意
見
が
交

は
さ
れ
た
。
中
に
は
、
「
伝
統
文
化
を

大
事
に
伝
承
し
な
が
ら
、
新
た
な
道
を

模
索
し
て
は
」
と
、
前
向
き
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

結
び
に
、
決
意
も
新
た
に
進
ん
で
い

か
う
と
「
結
盃
の
儀
」
が
行
は
れ
、
共

に
盃
を
交
は
し
閉
式
と
な
っ
た
。

次
世
代
委
員
会
抱
負

こ
の
度
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
次

世
代
委
員
会
の
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
、
京
都
府
神
道
青
年
会
・
向
日

市
神
社
禰
宜
の
六
人
部
是
充
で
す
。
二

年
後
、
委
員
会
活
動
を
振
り
返
へ
っ
た

時
、
有
意
義
な
委
員
会
で
あ
っ
た
と
自

負
で
き
る
や
う
、
活
発
な
委
員
会
運
営

に
あ
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
分

不
慣
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
次
世
代
委
員
会
は
、
第

六
十
七
回
定
例
総
会
に
て
正
式
に
設
立

さ
れ
た
新
し
い
委
員
会
で
、
各
地
区
か

ら
選
出
さ
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
ゐ
ま
す
。

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
向

け
、
「
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟

を
守
り
伝
へ
る
委
員
会
」
を
中
心
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
展
開
さ
れ
た
様
々
な
遷

宮
啓
発
活
動
や
諸
施
策
に
つ
い
て
今
一

度
検
証
を
行
ひ
、
次
期
式
年
遷
宮
に
対

す
る
今
後
の
諸
施
策
や
、
活
動
の
提
言

の
土
台
策
定
す
る
事
を
、
先
づ
も
っ
て

最
初
の
柱
と
据
ゑ
、
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。

次
世
代
委
員
会
を
宜
し
く
お
願
ひ
申

し
上
げ
ま
す
。

次
世
代
委
員
会
設
立
趣
旨

去
る
平
成
十
七
年
五
月
二
日
、
山
口
祭
に
始

ま
っ
た
神
宮
式
年
遷
宮
も
、
諸
祭
滞
り
な
く
執

り
行
は
れ
、
平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
に
斎

行
さ
れ
た
風
宮
遷
宮
祭
奉
幣
の
儀
を
も
っ
て
無

事
完
遂
さ
れ
た
。
平
成
二
十
五
年
、
二
十
六
年

に
は
年
間
参
宮
者
数
も
一
千
万
人
を
超
え
、
神

宮
を
本
宗
と
仰
ぐ
我
々
青
年
神
職
一
同
、
大
慶

に
存
じ
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
間
当
会
に
お
い
て
も
、
神
宮
式
年
遷
宮

の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る
委
員
会
を
設
置

し
、
五
期
十
一
年
に
亙
り
様
々
な
遷
宮
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
次
の
遷
宮
を
迎
へ
る

時
、
果
た
し
て
我
々
は
ど
の
や
う
な
時
代
を
迎

へ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
十
年
間

の
諸
事
業
に
対
し
て
評
価
を
行
ひ
、
啓
発
活
動

を
活
性
化
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
へ
そ
の
〝
こ

こ
ろ
〟
を
継
承
す
べ
く
、
来
た
る
べ
き
次
期
神

宮
式
年
遷
宮
を
見
据
ゑ
た
活
動
を
今
か
ら
始
め

て
ゆ
く
こ
と
は
決
し
て
早
す
ぎ
る
と
い
ふ
こ
と

は
な
い
。

ま
た
、
社
会
の
在
り
方
が
著
し
く
変
化
し
、

そ
れ
に
起
因
す
る
問
題
で
惨
憺
た
る
報
道
に
接

す
る
時
、
我
が
国
の
将
来
に
対
す
る
不
安
を
感

じ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
今
、
青
少

年
が
置
か
れ
て
ゐ
る
状
況
と
、
そ
の
将
来
を
思

へ
ば
早
急
に
青
少
年
の
教
化
育
成
の
道
を
模
索

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
は
、
斯
界
を
取
り
巻
く
状
況
も
刻
一
刻

と
変
化
し
続
け
、
後
継
者
問
題
が
顕
在
化
す
る

な
ど
、
我
々
青
年
世
代
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課

題
が
山
積
し
て
ゐ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
今
一

度
本
会
の
存
在
意
義
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か

ら
の
展
望
を
考
へ
る
時
期
が
来
て
ゐ
る
。

か
う
し
た
、
「
次
世
代
」
を
強
く
意
識
し
た

検
証
や
活
動
を
本
会
と
単
位
会
と
が
絆
を
鞏
固

に
し
、
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
展
開
す
べ
く
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
名
称

は
「
次
世
代
委
員
会
」
と
す
る
。

菊波の友垣授与 明治神宮正式参拝▲

全
国
氏
青
、
三
重
県
敬
婦
を
含
む
二
五
人
が
真
っ
白
な
作
業

着
を
着
て
神
宮
古
殿
地
清
掃
を
行
っ
た
。
参
加
対
象
を
変
へ

な
が
ら
令
和
六
年
二
月
の
開
催
で
四
回
目
。

通
信
一
三
六
号
（
平
三
〇・六・三
〇
）
一
九
頁

▲

平
時
に
お
け
る
参
宮
促
進
活
動
と
し
て
東
京
日
本
橋
に
あ
る

三
重
テ
ラ
ス
に
て
「
伊
勢
の
神
宮
写
真
展
」
を
開
催
。

こ
の
事
業
で
作
成
し
た
写
真
パ
ネ
ル
は
、
各
単
位
会
で
の
啓

発
活
動
に
活
用
出
来
る
や
う
貸
し
出
し
を
行
っ
て
ゐ
る
。

通
信
一
三
八
号
（
平
三
一・一・一
）
一
八
頁

通
信
一
四
〇
号
（
令
二・一・一
）
二
七
頁

▲

委
員
一
人
ひ
と
り
の
神
宮
に
対
す
る
見
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
。

通
信
一
四
四
号
（
令
四・一・一
）
一
九
頁

▲

神
宮
大
麻
の
全
国
頒
布
一
五
〇
年
に
あ
た
り
、
頒
布
を
促

進
・
啓
発
す
る
チ
ラ
シ
を
作
製
し
た
。

通
信
一
四
六
号
（
令
五・一・一
）
七
頁

▲

皇
學
館
大
学
・
國
學
院
大
學
の
学
生
を
対
象
と
し
て
「
青

年
神
職
と
歩
く
『
伊
勢
の
神
宮
』」
を
開
催
。
両
大
学
か

ら
二
一
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

▲

電
子
書
籍
「
神
主
さ
ん
が
教
え
た
い
伊
勢
神
宮
」
を
出
版
。

通
信
一
二
七
号
（
平
二
七・六・三
〇
）
一
四
頁
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神
道
青
年
全
国
協
議
会
が
創
立
七
十
五
周
年

の
節
目
の
年
を
お
迎
へ
に
な
り
、
大
勢
の
関
係

者
の
皆
様
を
お
迎
へ
し
、
記
念
式
典
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
こ
数
年
、
い
ろ
い
ろ
な
神
社
が
代
替
は
り

さ
れ
、
気
付
け
ば
多
く
の
神
社
の
宮
司
様
に
私

と
同
世
代
の
方
も
増
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
時

に
は
年
下
の
方
も
を
ら
れ
る
こ
と
に
愕
然
と

し
、
自
分
も
着
実
に
年
を
重
ね
て
ゐ
る
こ
と
を

実
感
し
て
を
り
ま
す
が
、
若
い
神
職
の
方
た
ち

が
中
心
と
な
っ
て
動
か
し
て
を
ら
れ
る
神
社

は
、
活
気
が
あ
り
、
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
空

気
に
満
ち
て
ゐ
る
と
感
じ
ま
す
。
若
い
参
拝
客

の
方
も
多
く
、
境
内
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
は
れ
て
ゐ
た
り
し
て
、
や
は
り
人
が
神
社
を

作
っ
て
い
く
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
実
感
い
た
し

ま
す
。

　
昨
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
ふ
こ
と
も
あ

り
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
の
ご
活
動
も
制

限
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
ひ
ま
す
が
、

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
研
修
会
や
講

演
会
な
ど
を
開
催
さ
れ
、
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
と
伺
っ
て
を
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
日

本
文
化
を
伝
へ
る
た
め
に
設
立
し
た
心
游
舎
で

も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

お
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
を
り
ま
し
た
。
子

ど
も
が
い
な
い
か
ら
入
会
し
て
も
…
と
思
っ
て
ゐ

た
け
れ
ど
、
か
う
い
ふ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
な
ら
参

加
し
た
い
と
か
、
静
岡
在
住
な
の
で
京
都
で
開
催

さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
遠
く
て
行
け
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
な

ら
う
れ
し
い
な
ど
と
、
入
会
し
て
く
だ
さ
る
方
が

増
え
ま
し
た
。

　
対
面
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
と
き
の
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
は
る
熱
量
は
代
へ
が
た
い
も
の
が

あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
や
反
応
を
直

接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
ふ
こ
と
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
す
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
日
本
文
化
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
が
で
き
た
こ
と

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
で
き
た
大
き
な
強
み
で

あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
か
う
い
っ
た
こ
と
も
、
若

手
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
ど
う
し
た
ら
会
員
さ

ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
か
を
第
一
に
考
へ
、
柔
軟

に
対
応
で
き
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
と
思

ひ
ま
す
。

　
神
職
の
皆
様
の
ご
活
動
も
、
ど
う
し
た
ら
神
様

が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
第
一
義
で

あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
ご
家
族
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
り
、
季
節
の
花
で
彩
っ
た
花
手
水
に
し

た
り
、
現
代
ア
ー
ト
の
作
品
を
展
示
し
た
り
。
さ

う
い
っ
た
企
画
に
よ
っ
て
、
多
く
の
参
拝
客
が
集

▲おことばを述べられる彬子女王殿下

彬
子
女
王
殿
下
お
こ
と
ば
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▲彬子女王殿下も参加された鏡割りの様子

ま
り
、
境
内
が
賑
は
ふ
こ
と
が
、
神
様
が
お
喜

び
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
神

道
青
年
全
国
協
議
会
の
皆
様
が
し
っ
か
り
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
れ
な
が
ら
、
連
携

を
図
り
、
思
ひ
を
一
つ
に
さ
れ
る
こ
と
で
、
全

国
の
神
社
は
大
い
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
あ

り
ま
せ
う
。
こ
の
佳
節
を
機
に
、
ご
参
会
の
皆

様
が
思
ひ
を
新
た
に
、
神
道
の
伝
統
と
歴
史
を

つ
む
ぎ
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、

私
よ
り
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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創
立
七
十
五
周
年
記
念
大
会

　

当
会
創
立
七
十
五
周
年
記
念
大
会
が
四
月

二
十
三
日
、
東
京
都
港
区
の
明
治
記
念
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　

彬
子
女
王
殿
下
の
御
台
臨
を
仰
ぎ
、
神
社
本
庁

統
理
代
理
総
長
田
中
恆
清
様
、
神
宮
大
宮
司
久
邇

朝
尊
様
、
神
道
政
治
連
盟
会
長
打
田
文
博
様
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
各
位
、
各
都
道
府
県
神
社
庁
各

位
、
別
表
神
社
各
位
、
先
輩
諸
賢
、
全
国
会
員
等

約
四
〇
〇
名
が
一
堂
に
会
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
午
後
一
時
よ
り
、
創
立
七
十
周

年
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
諸
先
輩
、
会
員
の
物
故

者
慰
霊
祭
が
相
生
の
間
に
て
斎
行
さ
れ
た
。
御
遺

族
を
は
じ
め
、
役
員
参
列
の
も
と
、
斎
主
小
佐
野

正
崇
副
会
長
以
下
祭
員
、
伶
人
の
奉
仕
に
よ
り

八
〇
〇
余
柱
の
御
霊
の
安
ら
か
な
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
た
。

　

続
い
て
午
後
二
時
よ
り
蓬
莱
の
間
に
て
記
念
講

演
が
開
催
さ
れ
、（
株
）
虎
屋
代
表
取
締
役
会
長

黒
川
光
博
先
生
を
お
迎
へ
し
、「
お
い
し
い
お
菓

子
を
喜
ん
で
召
し
上
が
っ
て
頂
く
」
と
題
し
て
御

講
演
い
た
だ
い
た
。
同
社
の
歴
史
と
経
営
を
振
り

返
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
転
換
点
を
乗
り
越
え

て
き
た
こ
と
に
触
れ
、「
歴
史
が
古
い
か
ら
と
い
っ

て
現
在
を
保
証
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
時

代
時
代
に
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く
か
。」「
会
社
の

評
価
は
『
人
』
に
尽
き
る
。」
と
語
ら
れ
、
そ
の

時
代
を
生
き
る
人
々
と
向
き
合
ふ
姿
勢
や
人
を
大

切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
考
へ
る
素
晴
ら
し
い

機
会
と
な
っ
た
。

　

午
後
四
時
か
ら
は
同
じ
く
蓬
莱
の
間
に
お
い
て

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
辞
、
神
宮
遙

拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
の
後
、

大
鳥
居
良
人
会
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。
当
会
の
理

念
と
精
神
が
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
ゐ
る
こ
と
を

強
調
し
、「
疫
禍
に
よ
り
思
ふ
や
う
な
活
動
が
出

来
な
い
悔
し
さ
を
前
進
す
る
力
に
変
へ
、
未
来
に

向
け
た
工
夫
と
改
善
に
取
り
組
み
、
知
恵
を
出
し

合
ひ
歩
み
を
進
め
て
き
た
。」
と
述
べ
た
う
へ
で
、

神
職
が
自
身
の
起
源
や
、
堅
持
し
て
伝
へ
守
り
た

い
と
思
ふ
も
の
の
本
質
を
確
認
・
理
解
し
て
継
承

す
べ
く
、
主
題
を
「
起
点
～
本
質
を
継
ぐ
」
に
定

め
各
種
事
業
を
展
開
し
て
ゐ
る
こ
と
を
説
明
。「
団

結
な
く
し
て
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
時
代
が
変
は
っ
て
も
、
変
は
ら
ず
受
け
継
が

れ
て
き
た
精
神
を
次
世
代
に
伝
へ
ら
れ
る
や
う
活

動
に
取
り
組
ん
で
参
る
。」
と
の
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
河
﨑
智
洋
副
会
長
よ
り
沖
縄
県
波
照
間

島
「
聖
寿
奉
祝
の
碑
」
前
で
国
家
平
安
祈
願
祭
を

斎
行
し
た
こ
と
や
、
今
後
の
記
念
事
業
計
画
を
含

む
事
業
の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
た
。
続
い
て
本
会

活
動
運
営
に
貢
献
寄
与
さ
れ
た
先
輩
方
や
関
係
団

体
に
対
し
て
記
念
表
彰
が
行
は
れ
、
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
た
。
次
に
神
社
本
庁
総
長
田
中
恆
清
様
、

神
宮
大
宮
司
久
邇
朝
尊
様
か
ら
御
祝
辞
を
頂
戴

し
、
各
方
面
か
ら
賜
っ
た
祝
電
を
披
露
し
た
。

　

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
富
士
の
間
に
て
彬
子
女

王
殿
下
御
台
臨
の
も
と
、
多
数
の
御
来
賓
、
関
係

団
体
各
位
、
先
輩
諸
賢
に
御
出
席
い
た
だ
き
、
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
彬
子
女
王
殿
下
に
お
か
せ

ら
れ
て
は
赤
坂
御
苑
で
開
催
さ
れ
た
園
遊
会
に
引

き
続
い
て
の
お
出
ま
し
と
な
り
、
祝
賀
会
の
冒
頭

で
は
畏
く
も
御
言
葉
を
賜
っ
た
。
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彬
子
女
王
殿
下
は
、当
会
が
疫
禍
の
も
と
、ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
事
業
を
実
施
し
活
動

を
続
け
た
こ
と
に
触
れ
ら
れ
、
御
自
身
が
総
裁
を

務
め
ら
れ
る
一
般
社
団
法
人
心
游
舎
で
の
遠
隔
形

式
の
活
用
例
と
会
員
へ
の
思
ひ
や
お
考
へ
を
示
さ

れ
た
。
そ
の
う
へ
で
、「
神
職
の
皆
さ
ま
の
御
活

動
も
、
ど
う
し
た
ら
神
さ
ま
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る

か
と
い
ふ
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。」

「
境
内
が
賑
は
ふ
こ
と
が
、
神
さ
ま
が
お
喜
び
に

な
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
の
お
考

へ
を
御
披
歴
。
そ
し
て
「
思
ひ
を
新
た
に
神
道
の

伝
統
と
歴
史
を
紡
ぎ
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と

を
祈
り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。
祝
賀
会
は
盛

会
の
う
ち
に
閉
宴
を
迎
へ
た
。

　

折
し
も
こ
の
度
の
記
念
大
会
は
、
畏
く
も
天
皇

陛
下
よ
り
の
御
聴
許
を
拝
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

斯
界
が
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
準
備
始
動

に
進
ん
で
い
く
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
我
々
青

年
神
職
が
「
日
本
祭
興
」
の
言
葉
の
も
と
、
心
を

一
つ
に
「
大
同
団
結
」
を
果
た
す
べ
く
結
束
を
一

段
と
強
固
な
も
の
と
し
、
改
め
て
斯
界
は
も
と
よ

り
日
本
の
た
め
、
世
界
の
た
め
、
そ
し
て
よ
り
良

き
未
来
を
拓
く
た
め
に
、
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る

べ
く
活
動
に
邁
進
す
る
契
機
と
な
る
大
会
で
あ
っ

た
。

（
周
年
委
員
長　

篠
泰
比
呂
）
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第
七
十
五
回
定
例
総
会

　

四
月
二
十
四
日
、
神
社
本
庁
大
講
堂
に
て
第

七
十
五
回
定
例
総
会
を
行
っ
た
。
本
年
は
、

彬
子
女
王
殿
下
御
台
臨
の
も
と
前
日
開
催
し
た
当

会
創
立
七
十
五
周
年
記
念
大
会
の
勢
い
を
も
っ

て
、
傍
聴
人
を
含
め
百
五
十
名
を
超
え
る
会
員
が

参
集
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
鳥
居
会
長
挨
拶
、
来
賓
の
田

中
恆
清
神
社
本
庁
総
長
祝
辞
に
続
き
、
定
例
表
彰

式
が
行
は
れ
、
さ
ら
に
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事

業
国
家
平
安
祈
願
祭
開
催
に
御
協
力
い
た
だ
い
た

沖
縄
県
神
道
青
年
会
（
石
底
直
樹
会
長
）、
ま
た
、

令
和
五
年
度
中
央
研
修
会
を
御
担
当
い
た
だ
い
た

北
海
道
神
道
青
年
協
議
会
（
荒
木
直
弥
会
長
）
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　

総
会
で
は
、
稗
田
貞
臣
議
長
の
も
と
議
事
が
進

行
さ
れ
、
は
じ
め
に
令
和
五
年
度
会
務
報
告
に
つ

い
て
大
鳥
居
会
長
以
下
委
員
長
よ
り
説
明
が
あ
り

承
認
さ
れ
た
。
次
に
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

に
つ
い
て
河
﨑
副
会
長
よ
り
説
明
、
吉
田
監
事
よ

り
監
査
報
告
が
行
は
れ
、
こ
れ
ら
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
も
っ
て
令
和
五
年
度
の
会
務
が
す
べ
て
終

了
し
た
。
そ
の
後
、
大
鳥
居
会
長
よ
り
令
和
六
年

度
活
動
方
針
案
、
担
当
副
会
長
よ
り
事
業
計
画
案

及
び
予
算
案
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ら

も
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
令
和
六
年
度
の
船
出
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
神
宮
に
お
か
れ
て
は
畏
く
も
天
皇
陛
下

よ
り
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
御
準
備
に
つ

い
て
御
聴
許
を
賜
っ
た
こ
と
を
受
け
、
本
年
よ
り

「
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る

委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
総
会
で
は

設
置
に
関
す
る
規
程
が
承
認
さ
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
鳥
居
会
長
の
「
志
を
同
じ
く

す
る
者
同
士
が
心
を
一
つ
に
大
同
団
結
を
果
た
せ

ば
越
え
ら
れ
な
い
困
難
は
な
い
だ
ら
う
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
最
後
は
髙
部
参
与
の
先
導
に
よ
る
聖
寿

万
歳
を
奉
唱
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

　

総
会
後
に
は
、
北
陸
神
道
青
年
協
議
会
林
貞
文

会
長
よ
り
本
年
一
月
一
日
に
発
災
し
た
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
全
国
各
地
か
ら
の
支

援
に
対
す
る
謝
辞
と
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。
富
山
県
神
道
青
年
会
髙
尾
佳
成
会
長

か
ら
は
、
要
望
の
あ
っ
た
神
社
で
の
玉
垣
撤
去
境

内
整
備
作
業
を
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
石
川

県
神
道
青
年
会
厚
見
行
正
会
長
か
ら
は
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
進
ん
で
は
ゐ
る
も
の
の
現
地
の
状
況
に

よ
り
ま
だ
ま
だ
活
動
が
行
へ
な
い
現
実
や
、
被
災

神
社
の
状
況
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
被
害
の
大
き

か
っ
た
能
登
地
域
の
会
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
厚
見
会
長
が
代
弁
し
た
「
私
た
ち
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
」
の
言
葉
に
は
、
全
国
会
員
一
同
胸

が
熱
く
な
っ
た
。

左
記
、
総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
決
議
文
を
記
す
。
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令
和
六
年
度
定
例
総
会
決
議

　

第
七
十
五
回
定
例
総
会
に
あ
た
り
、
我
々

青
年
神
職
は
、
創
立
七
十
五
周
年
記
念
大
会

に
お
い
て
彬
子
女
王
殿
下
よ
り
賜
っ
た
、「
思

ひ
を
新
た
に
神
道
の
伝
統
と
歴
史
を
紡
ぎ
続

け
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
祈
り
ま
す
」
と

の
御
言
葉
を
体
し
、
当
会
創
立
の
趣
旨
に
鑑

み
、
先
輩
諸
賢
の
志
を
踏
ま
へ
、
心
を
一
つ

に
大
同
団
結
を
果
た
し
、
日
本
祭
興
の
言
葉

の
も
と
神
道
の
伝
統
と
歴
史
を
正
し
く
継
い

で
い
く
と
と
も
に
、
第
六
十
三
回
神
宮
式
年

遷
宮
に
備
へ
て
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
を
期
す
る
。

右
、
決
議
す
る
。

左
記
、
総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
決
議
文
を
記
す
。

（
総
務
局
員　

林
貞
文
）
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令
和
六
年
度
活
動
方
針
並
び
に
事
業
計
画

　

古
来
、
神
社
は
祭
礼
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
中

心
と
い
ふ
役
割
を
担
ひ
、
そ
し
て
氏
子
崇
敬
者
に

支
へ
ら
れ
護
持
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

各
地
域
で
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
に

よ
り
共
同
体
の
存
続
が
困
難
と
な
り
、
危
機
的
な

状
況
を
迎
へ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
人
間
関

係
の
希
薄
化
、
氏
子
意
識
や
共
同
体
意
識
の
低
下

な
ど
の
問
題
を
抱
へ
る
都
市
部
に
お
い
て
も
無
縁

で
は
な
い
。
そ
の
や
う
な
中
で
我
々
青
年
神
職
は

伝
統
を
護
り
伝
へ
、
美
は
し
い
国
風
の
継
承
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
会
が
掲

げ
る
日
本
祭
興
の
言
葉
の
も
と
、
こ
の
困
難
に
立

ち
向
か
ふ
。

　

畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
御
即
位

よ
り
五
年
の
佳
節
を
迎
へ
ら
れ
た
。
万
世
一
系
の

皇
統
を
紡
ぐ
皇
室
の
御
存
在
は
、
我
国
の
誇
り
で

あ
り
、
国
民
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
。
悠
久
の
歴

史
を
皇
室
と
共
に
歩
ん
で
き
た
国
柄
を
改
め
て
正

し
く
理
解
し
、皇
室
の
尊
厳
護
持
活
動
に
努
め
る
。

　

本
年
一
月
に
石
川
県
能
登
半
島
を
中
心
と
す
る

北
陸
地
区
の
広
範
囲
に
亘
っ
て
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
地
震
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
、
神

社
関
係
者
各
位
に
謹
ん
で
お
見
舞
ひ
と
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
被
災
地

と
被
災
神
社
の
復
興
を
祈
念
す
る
。
自
然
災
害
の

発
生
は
全
国
各
地
で
増
加
し
て
を
り
、
今
後
も
自

助
、
共
助
、
公
助
の
観
点
か
ら
検
討
し
、
状
況
に

即
し
た
支
援
活
動
を
展
開
す
る
。
さ
ら
に
防
災
、

減
災
を
課
題
と
し
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に

し
て
対
策
を
進
め
る
。

　

当
会
創
立
以
来
、
神
宮
式
年
遷
宮
は
活
動
の

大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
第
六
十
一
回
と
第

六
十
二
回
の
際
に
は
「
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ

ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る
委
員
会
」
を
発
足
し
活
動
を

展
開
し
た
。
そ
し
て
前
回
の
御
遷
宮
完
遂
後
に
は

「
次
世
代
委
員
会
」
を
発
足
し
過
去
の
活
動
の
検

証
を
行
ひ
、
啓
発
活
動
の
継
続
性
を
確
認
し
、「
神

宮
啓
発
委
員
会
」
を
発
足
し
て
活
動
を
継
続
し
て

き
た
。
御
遷
宮
は
陛
下
の
思
召
を
体
し
て
遂
行
さ

れ
る
正
に
国
家
の
重
儀
で
あ
り
、
国
民
総
奉
賛
の

内
に
挙
行
さ
れ
る
べ
く
、
我
々
は
そ
の
意
義
を
広

め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
度
、
神
宮

に
お
か
れ
て
は
畏
く
も
陛
下
の
御
聴
許
を
賜
り
第

六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る

中
、
当
会
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
時
代
は
変
は
っ

て
も
守
り
伝
へ
る
も
の
は
変
は
ら
な
い
と
考
へ
、

「
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る

委
員
会
」
を
設
置
し
、
長
期
に
亘
る
活
動
を
展
開

す
る
。
今
年
度
は
中
央
研
修
会
を
神
宮
研
修
会
と

し
て
開
催
し
、
会
員
相
互
の
研
鑽
を
深
め
る
。
ま

た
、
会
員
だ
け
で
は
な
く
神
社
で
奉
仕
す
る
巫
女

が
学
び
や
気
付
き
を
得
ら
れ
、
自
己
の
研
鑽
に
資

す
る
こ
と
が
出
来
る
研
修
を
企
画
実
施
す
る
。
神

宮
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
青
年
神
職
と
し

て
今
な
す
べ
き
こ
と
に
取
り
組
み
、
国
民
全
体
の

神
宮
奉
賛
へ
の
意
識
涵
養
に
繋
げ
て
い
く
。

　

本
年
は
当
会
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
へ
、
先
輩

諸
賢
の
熱
き
想
ひ
と
崇
高
な
る
精
神
と
共
に
、
時

宜
に
応
じ
た
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
足

跡
を
今
改
め
て
振
り
返
り
、
未
来
に
向
け
て
当
会

だ
け
で
な
く
斯
界
内
外
の
発
展
に
資
す
る
活
動
を

行
ふ
べ
く
記
念
事
業
を
推
進
す
る
。
昨
年
沖
縄
県

波
照
間
島
「
聖
寿
奉
祝
の
碑
」
に
お
い
て
斎
行
し

た
国
家
平
安
祈
願
祭
に
続
き
、
本
年
は
北
海
道
根

室
市
「
北
方
領
土
の
碑
」
と
島
根
県
隠
岐
の
島
町

「
竹
島
之
碑
」
に
て
そ
れ
ぞ
れ
祈
願
祭
を
斎
行
し
、

領
土
の
早
期
復
帰
と
平
安
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
。

我
国
は
終
戦
以
降
、
常
に
領
土
に
関
は
る
問
題
を

抱
へ
て
を
り
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
そ
の
一
地
方
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
状

況
に
好
転
の
糸
口
が
見
え
な
く
と
も
、声
を
上
げ
、

行
動
し
続
け
な
け
れ
ば
失
ふ
可
能
性
も
あ
る
と
い

ふ
こ
と
は
、
今
日
の
海
外
情
勢
に
目
を
向
け
れ
ば

明
ら
か
で
あ
る
。祈
り
と
と
も
に
活
動
を
発
信
し
、

領
土
問
題
へ
の
意
識
の
発
揚
に
繋
げ
る
。

　

神
社
や
地
域
社
会
の
発
展
、
青
年
会
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
神
職
の
資
質
向
上
が
重

要
で
あ
る
。
各
種
研
修
会
を
通
じ
、
時
宜
を
得
た

研
鑽
を
重
ね
る
。
そ
し
て
学
び
得
た
成
果
を
広
く

波
及
出
来
る
や
う
、
研
修
に
参
加
が
叶
は
な
か
っ

た
会
員
や
奉
仕
す
る
神
社
の
神
職
、
氏
子
崇
敬
者

に
も
伝
へ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
新
た
な
教

化
資
材
を
模
索
す
る
だ
け
で
な
く
既
存
の
も
の
を

活
用
し
、
青
少
年
を
は
じ
め
広
く
教
化
育
成
に
取

り
組
む
。

　

近
年
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
広
報
媒
体
が
多
岐
に
亘

り
、
誰
に
対
し
て
何
を
伝
へ
る
の
か
、
効
果
的
な

情
報
発
信
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
全
国
の
会
員
に
当
会
の
活
動
を
周
知
す
る
だ

け
で
な
く
、
青
年
神
職
と
し
て
必
要
な
情
報
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
を
取
り
上
げ
発
信
す
る
こ

と
で
地
区
・
単
位
会
に
お
け
る
事
業
構
築
の
一
助

と
な
る
や
う
努
め
る
。
連
動
的
且
つ
連
続
的
な
発

信
や
、
広
く
対
外
に
向
け
た
広
報
活
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
協
力
団
体
と
連
携
し
た
活
動
を
模

索
す
る
。

　

明
年
は
終
戦
八
十
年
の
節
目
を
迎
へ
、
ど
の
や

う
に
す
れ
ば
全
て
の
御
霊
に
穏
や
か
に
お
鎮
ま
り

い
た
だ
け
る
か
を
考
へ
、
未
来
に
向
け
た
英
霊
顕

彰
活
動
を
行
ふ
。
ま
た
、
我
国
が
抱
へ
る
時
局
問

題
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
全
国
各
地
の
諸
問
題
に

つ
い
て
も
地
区
・
単
位
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

問
題
意
識
の
共
有
を
図
り
、
迅
速
に
対
応
す
る
。

さ
ら
に
、
当
会
を
支
持
す
る
賛
同
者
や
協
力
団
体

と
の
強
固
な
連
携
を
構
築
し
、
我
々
の
活
動
で
得

ら
れ
た
成
果
が
共
感
の
輪
を
生
み
、
さ
ら
に
大
き

な
動
き
に
繋
が
る
や
う
努
め
る
。

　

当
会
が
数
年
に
亘
り
取
り
組
み
、
前
期
作
曲
作

舞
し
た
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
を
祈
る
「
光
舞
」

は
、
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
の
大
御
心
御
心
を
伝
へ

る
「
明
日
を
照
ら
す
希
望
の
舞
」
で
あ
る
。
必
ず

や
こ
の
舞
を
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
べ
く
、
復
興

や
慰
霊
の
場
に
お
け
る
舞
の
奉
奏
、
そ
し
て
練
習

会
の
開
催
な
ど
、
単
位
会
だ
け
で
な
く
関
係
各
位

に
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

時
代
が
大
き
く
変
は
る
中
で
、
そ
れ
に
即
し
た

活
動
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
従
来
の
活

動
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
等
を
活
用
し

た
事
業
を
展
開
す
る
。
事
業
頒
布
品
は
協
力
団
体

と
連
携
し
、
日
々
の
社
頭
奉
仕
の
一
助
と
な
る
も

の
の
み
な
ら
ず
、
広
く
神
道
教
化
に
繋
が
る
頒
布

品
を
模
索
す
る
。

　

総
務
関
連
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支

へ
る
屋
台
骨
と
し
て
、
建
設
的
な
組
織
運
営
、
会

議
の
設
営
を
行
ふ
。
従
来
の
方
法
に
囚
は
れ
ず
、

ウ
ェ
ブ
等
の
様
々
な
手
法
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
時

代
に
即
し
た
、
よ
り
合
理
的
で
円
滑
な
運
営
を
行

ふ
こ
と
を
目
指
す
。
常
に
各
委
員
会
間
の
連
携
調

整
を
行
ひ
、
注
力
す
べ
き
職
務
に
専
念
出
来
る
や

う
に
す
る
。
さ
ら
に
単
位
会
と
の
連
携
強
化
に
努

め
付
託
に
応
へ
、
単
位
会
と
と
も
に
歩
む
、
開
か
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れ
た
神
青
協
の
構
築
に
尽
力
す
る
。

　

人
口
の
減
少
、
過
疎
や
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て

青
年
会
員
を
含
め
た
神
職
の
減
少
な
ど
、
我
々
を

取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
甘
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
問
題
は
今
す
ぐ
に
解
決
出
来
る

も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
誰
も
が
理
解
し

て
ゐ
る
だ
ら
う
。
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
は

今
出
来
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
む
し
か
な
い
は

ず
で
あ
る
。
神
職
と
し
て
の
本
分
で
あ
る
神
明
奉

仕
に
只
管
務
め
、
そ
し
て
そ
の
上
で
氏
子
崇
敬
者

や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
共
同
体

意
識
の
涵
養
に
努
め
て
い
く
と
い
ふ
こ
と
も
重
要

な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
全
国
各
地
に
は
立
場
、

環
境
、
年
齢
、
考
へ
方
に
違
ひ
は
あ
っ
て
も
、
志

を
同
じ
く
す
る
素
晴
ら
し
い
人
材
が
溢
れ
て
を

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ゐ
る
。
全

国
青
年
神
職
が
心
を
一
つ
に
大
同
団
結
を
果
た
せ

ば
、
越
え
ら
れ
な
い
困
難
は
な
い
だ
ら
う
。

　

全
国
会
員
の
熱
き
想
ひ
を
胸
に
、
本
年
度
の
活

動
に
邁
進
す
る
。

総
務
局

〈
基
本
方
針
〉

　

当
会
の
建
設
的
な
組
織
運
営
と
円
滑
な
会
議
運

営
の
実
現
を
目
指
し
、
効
率
的
に
職
務
を
遂
行
す

る
。
そ
し
て
、
各
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、

事
業
が
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
る
や
う
支
援
を
行

ふ
。

　

ま
た
、
当
会
の
窓
口
と
し
て
地
区
・
単
位
会
と

の
連
絡
調
整
を
行
ひ
、
諸
活
動
の
合
理
的
な
運
営

を
担
ひ
、
広
く
会
員
各
位
の
理
解
と
協
力
を
得
ら

れ
る
や
う
尽
力
す
る
。

　

さ
ら
に
、
絶
え
ず
運
営
の
在
り
方
を
検
証
し
、

時
代
に
即
し
た
会
務
運
営
に
努
め
て
い
く
。

〈
事
業
計
画
〉

①
総
会
、
役
員
会
及
び
諸
会
議
の
設
営
と
運
営

②
各
種
資
料
の
精
査
・
保
管

③�

会
計
管
理
及
び
財
務
諸
般
の
検
討
と
適
正
な
運

用
④
適
切
な
情
報
管
理
と
情
報
共
有
の
徹
底

⑤
会
則
及
び
諸
規
程
の
管
理

⑥
令
和
六
年
度
基
本
資
料
の
作
成

⑦
顧
問
会
の
開
催

⑧
定
例
表
彰
の
実
施

⑨
神
青
協
窓
口
と
し
て
の
対
応

教
化
委
員
会

〈
基
本
方
針
〉

　

古
来
、
神
道
は
日
本
国
民
の
根
底
に
流
れ
る
精

神
と
し
て
、
時
代
の
潮
流
に
合
は
せ
な
が
ら
も
本

質
を
変
へ
ず
、
今
日
ま
で
紡
い
で
き
た
。
自
然
災

害
、
疫
病
、
戦
禍
に
加
へ
て
、
近
年
は
情
報
技
術

の
加
速
度
的
な
発
達
や
多
様
性
の
尊
重
、
国
際
情

勢
な
ど
多
く
の
変
化
が
斯
界
を
飲
み
込
ま
う
と
し

て
ゐ
る
。
我
々
青
年
神
職
は
不
易
流
行
の
精
神
の

下
、
対
応
す
る
力
を
養
ふ
必
要
が
あ
る
。

　

今
、
国
際
情
勢
が
歴
史
の
転
換
点
に
差
し
掛
か

り
、
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
に
直
面

し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
日
本
が
一
貫

し
て
築
き
上
げ
て
き
た
平
和
へ
の
礎
が
壊
れ
る
の

は
一
瞬
で
あ
ら
う
。
日
本
の
安
全
と
繁
栄
を
祈
る

の
は
神
職
の
日
々
の
務
め
だ
が
、
守
る
た
め
に
何

が
必
要
で
あ
る
か
を
地
域
に
波
及
さ
せ
る
知
見
を

得
る
た
め
に
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
次
期
の
神
宮
式
年
遷
宮
を
見
据
ゑ
、
先

づ
は
我
々
が
し
っ
か
り
と
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
準
備
を
整
へ
、
氏
子
崇
敬
者
に
発
信
出
来
る
素

地
を
養
ふ
た
め
に
神
宮
研
修
会
を
開
催
す
る
。

　

各
種
研
修
会
を
計
画
運
営
す
る
中
で
地
区
・
単

位
会
と
の
連
携
を
深
め
、
さ
ら
に
会
員
同
士
の
交

流
を
推
進
す
る
こ
と
で
大
同
団
結
の
一
助
と
な
る

や
う
努
め
た
い
。

〈
事
業
計
画
〉

①
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

期
日　
令
和
六
年
八
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日

　

場
所　
神
社
本
庁

　

主
題　
彼
を
知
り
己
を
知
る

～
国
を
守
る
と
い
ふ
こ
と
〜

②
神
宮
研
修
会
の
開
催

　

期
日　
令
和
七
年
三
月
十
八
日
～
十
九
日

　

場
所　
神
宮

　

主
題　
未
定

③�

人
工
知
能
活
用
に
よ
る
人
手
不
足
解
消
の
可
能

性
を
探
る

④
青
少
年
（
巫
女
・
助
務
者
）
へ
の
教
化
育
成

広
報
委
員
会

〈
基
本
方
針
〉

　

当
会
や
地
区
・
単
位
会
が
従
来
の
や
う
な
形
態

で
活
動
を
再
開
出
来
つ
つ
あ
る
中
、
さ
う
し
た
活

動
を
周
知
・
共
有
し
、
全
国
会
員
同
志
と
の
絆
を

固
め
る
情
報
発
信
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
。

　

各
委
員
会
と
連
携
し
、
青
年
神
職
と
し
て
必
要

な
情
報
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
を
取
り
上
げ

て
、
地
区
・
単
位
会
が
事
業
を
構
築
す
る
う
へ

で
、
よ
り
活
用
し
や
す
い
形
で
の
発
信
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
各
種
広
報
媒
体
の
持
つ
長
所
を
生

か
し
、
神
社
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
神
社
と
関
は

り
が
希
薄
な
方
々
に
も
意
識
を
傾
け
て
も
ら
へ
る

や
う
な
広
報
手
段
や
形
態
を
模
索
す
る
。

　

さ
ら
に
、
本
年
迎
へ
る
創
立
七
十
五
周
年
事
業

を
は
じ
め
と
し
て
、
当
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
記

録
を
今
後
も
効
果
的
に
活
用
出
来
る
や
う
整
理
・

分
類
を
進
め
、
適
切
に
保
管
す
る
。

〈
事
業
計
画
〉

①
会
報
『
神
青
協
』
の
発
行 

　

創
立
七
十
五
周
年
の
各
種
事
業
を
中
心
に
当
会

の
活
動
及
び
諸
事
業
を
周
知
し
、
認
識
醸
成
と
研

鑽
の
機
会
を
広
く
提
供
す
る
べ
く
、
年
一
回
発
行

す
る
。

②
『
神
青
協
通
信
』
の
発
行 

　

当
会
の
会
務
・
事
業
等
の
報
告
を
行
ひ
な
が
ら
、

時
事
に
応
じ
た 

紙
面
を
作
成
し
、
年
二
回
発
行

す
る
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
運
用

　

適
切
な
更
新
・
管
理
を
行
ひ
な
が
ら
、
会
員
の

教
化
活
動
及
び
自
己
研
鑽
の
一
助
に
な
る
や
う
内

容
の
充
実
を
図
る
。

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
管
理
・
運
用

　

発
信
す
る
情
報
・
届
け
た
い
相
手
に
適
し
た
媒

体
を
用
ゐ
、
迅
速 

且
つ
変
化
に
対
応
し
た
管
理
・

運
用
を
行
ふ
。

⑤
新
た
な
広
報
形
態
の
検
討 

　

広
く
対
外
的
に
情
報
発
信
出
来
る
や
う
、
各
種

広
報
媒
体
の
特
性
を
見
直
し
、
よ
り
有
効
的
な
広

報
活
動
を
模
索
す
る
。

渉
外
委
員
会

〈
基
本
方
針
〉

　

先
の
大
戦
以
降
、
常
に
領
土
に
関
は
る
問
題
を

抱
へ
て
き
た
我
国
に
お
い
て
、
当
会
で
は
常
に
危

機
感
を
持
ち
、
問
題
を
解
決
す
べ
く
先
陣
を
切
っ

て
行
動
を
起
こ
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
は
、

未
だ
戦
争
や
そ
の
他
紛
争
が
絶
え
ず
、
緊
迫
す
る

世
界
情
勢
に
お
い
て
依
然
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

　

当
委
員
会
で
は
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
へ
る
今

年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
や
境
遇
が
異
な
る
青
年
神

職
が
、
結
束
を
深
め
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
歩

み
を
進
め
る
た
め
の
活
動
を
行
ふ
。
先
輩
諸
賢
が

団
結
し
て
築
き
、繋
げ
て
き
た
「
北
方
領
土
の
碑
」
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「
竹
島
之
碑
」
に
お
い
て
祈
願
祭
を
斎
行
し
、
領

土
の
早
期
復
帰
と
平
安
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
。

　

ま
た
、
終
戦
八
十
年
を
控
へ
る
中
で
、
英
霊
の

遺
徳
を
顕
す
活
動
を
展
開
し
、
先
人
が
命
を
懸
け

て
守
り
抜
い
た
国
土
と
領
土
問
題
へ
の
意
識
を
高

め
、
知
識
を
深
め
る
機
会
と
す
る
。
併
せ
て
当
会

の
活
動
の
影
響
力
を
拡
大
す
べ
く
、
諸
団
体
と
の

関
係
を
強
化
し
、
積
極
的
に
交
流
を
図
る
。

〈
事
業
計
画
〉

①
北
方
領
土
の
碑
に
お
け
る
祭
典

　

北
方
領
土
の
碑
に
て
、「
北
方
領
土
早
期
復
帰

祈
願
祭
」
を
斎
行
す
る
。

②
竹
島
之
碑
に
お
け
る
祭
典

　

竹
島
之
碑
に
て
、「
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
」

を
斎
行
す
る
。

③
時
局
問
題
並
び
に
地
域
の
諸
問
題
に
関
す
る
活
動

　

我
国
を
取
り
巻
く
時
局
問
題
や
地
域
が
抱
へ
る

諸
問
題
の
情
報
を
発
信
し
て
問
題
意
識
の
共
有
を

図
り
、
解
決
に
向
け
た
活
動
に
努
め
る
。

④
英
霊
顕
彰
活
動
の
実
施

　

諸
団
体
と
協
力
し
、
英
霊
顕
彰
活
動
に
取
り
組

む
。

⑤
諸
団
体
と
の
関
係
の
維
持
・
発
展

　

当
会
を
支
持
す
る
賛
同
者
、諸
団
体
と
連
携
し
、

諸
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
す

る
。

事
業
委
員
会

〈
基
本
方
針
〉

　

上
皇
上
皇
后
両
陛
下
の
大
御
心
御
心
を
伝
へ
、

慰
霊
と
復
興
を
祈
る
新
た
な
祭
祀
舞
「
光
舞
（
ひ

か
り
の
ま
ひ
）」
の
浸
透
を
図
る
。

　

ま
た
、
日
本
文
化
興
隆
財
団
と
連
携
を
図
り
新

規
事
業
品
の
開
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
日
々
の

社
頭
奉
仕
や
神
職
の
資
質
向
上
の
一
助
と
な
る
事

業
頒
布
品
を
製
作
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
青
少
年
育
成
に
関
は
る
事
業
品
の

提
案
を
行
ふ
と
と
も
に
、
神
道
教
化
の
た
め
広
く

一
般
に
向
け
た
事
業
を
企
画
・
運
営
す
る
。

〈
事
業
計
画
〉

①
「
光
舞
」
の
継
承

　

当
会
で
作
曲
作
舞
し
た
慰
霊
祭
祀
舞
の
普
及
を

推
進
す
る
。

②
新
規
事
業
品
の
企
画
・
提
案

　

神
道
の
興
隆
と
日
本
文
化
継
承
に
資
す
る
教
化

事
業
頒
布
品
や
、
神
明
奉
仕
に
役
立
つ
実
用
的
な

事
業
品
、青
少
年
育
成
に
関
は
る
事
業
品
の
企
画
・

提
案
に
取
り
組
む
。

③
対
外
的
教
化
に
繋
が
る
事
業
の
展
開

　

物
品
製
作
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
神
職
の

資
質
向
上
や
過
疎
地
域
を
中
心
と
し
た
神
社
興

隆
・
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
を
継
続
的
に
展
開

す
る
。

神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を

守
り
伝
へ
る
委
員
会

〈
基
本
方
針
〉

　

神
社
本
庁
が
本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
の
さ
ら
な
る
啓

発
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
参
宮
促
進
に
繋
が
る
事
業
、

神
宮
大
麻
の
頒
布
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
継
続
的
に
貸
出
を
実
施
し
て
ゐ

る
神
宮
写
真
パ
ネ
ル
の
拡
充
検
討
、
会
員
だ
け
で

な
く
神
社
で
奉
仕
す
る
巫
女
を
対
象
に
し
た
研

修
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
等
を
活
用
し
た
事
業
な
ど

を
企
画
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
度
、
神
宮
に
お
か
れ
て
は
畏
く
も

天
皇
陛
下
よ
り
御
聴
許
を
拝
し
、
第
六
十
三
回
神

宮
式
年
遷
宮
へ
の
準
備
が
各
方
面
に
て
進
め
ら
れ

る
中
、
当
会
と
し
て
も
遷
宮
に
込
め
ら
れ
た
「
こ

こ
ろ
」
を
守
り
伝
へ
て
い
く
本
宗
奉
賛
活
動
に
寄

与
出
来
る
や
う
、
時
節
を
意
識
し
た
活
動
に
よ
り

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

〈
事
業
計
画
〉

①
参
宮
促
進

②
神
宮
大
麻
頒
布
促
進

③
神
宮
式
年
遷
宮
啓
発
活
動

周
年
委
員
会

〈
基
本
方
針
〉

　

当
会
が
創
立
七
十
五
周
年
の
佳
節
を
迎
へ
る
に

あ
た
り
、
記
念
事
業
主
題
「
起
点
～
本
質
を
継
ぐ

～
」
に
則
り
、
事
業
を
展
開
す
る
。

　

当
会
の
節
目
に
、改
め
て
神
道
の
本
質
を
捉
へ
、

未
来
に
向
け
、
さ
ら
な
る
会
員
相
互
の
研
鑽
と
調

和
を
促
し
、
当
会
が
今
に
も
増
し
て
斯
界
の
興
隆

と
日
本
を
は
じ
め
世
界
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
こ
と

を
期
す
る
べ
く
、
記
念
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
記

念
事
業
を
計
画
実
行
す
る
。

　

ま
た
、
現
代
に
生
き
、
未
来
を
預
か
る
青
年
神

職
と
し
て
、
当
会
の
歴
史
と
活
動
の
足
跡
を
辿
り

つ
つ
、
斯
界
や
社
会
が
直
面
し
て
ゐ
る
問
題
を
積

極
的
に
学
び
、
斯
界
と
世
界
の
発
展
に
資
す
る
新

た
な
活
動
に
つ
い
て
立
案
し
、
実
施
す
る
。

　

加
へ
て
、
次
回
周
年
に
備
へ
、
周
年
期
に
係
る

会
務
及
び
諸
活
動
に
対
す
る
答
申
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

併
せ
て
、
委
員
会
間
の
連
絡
調
整
と
協
力
を
中

心
と
な
り
行
ふ
こ
と
で
、
記
念
事
業
の
効
率
的
且

つ
効
果
的
な
展
開
を
図
る
。

〈
事
業
計
画
〉

①
記
念
大
会
の
実
施

②
青
少
年
教
化
育
成
事
業
の
企
画
・
立
案
・
実
施

③�

神
社
本
庁
指
定
団
体
・
他
宗
教
団
体
と
の
協
力

共
同
事
業
の
企
画
・
立
案
・
実
施

④�

神
道
へ
の
理
解
を
正
し
く
深
く
広
め
る
た
め
の

「
神
職
の
魅
力
発
信
事
業
」
の
再
考
・
実
施

⑤�

斯
界
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
対
す
る
提
言
の
立

案
・
実
施

⑥
次
回
周
年
に
向
け
て
の
答
申
の
立
案
・
実
施

⑦�

各
委
員
会
と
の
連
絡
調
整
及
び
他
の
委
員
会
が

担
当
す
る
記
念
事
業　

へ
の
協
力

⑧�

周
年
に
関
係
す
る
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事

項
の
実
施

災
害
対
策
委
員
会

〈
基
本
方
針
〉

　

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
自
然
災

害
に
対
す
る
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
共
有
を
図

る
。
そ
し
て
、
神
社
本
庁
を
始
め
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
、
被
災
地
の
要
望
ま
た
は
災
害
の
規

模
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
特
別
の
対
応
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
支
援
活
動
等
を
積
極
的
に
実

施
し
、
地
区
・
単
位
会
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
展

開
す
る
。

　

さ
ら
に
、
当
会
及
び
地
区
・
単
位
会
等
の
支
援

活
動
の
資
料
や
記
録
を
収
集
し
、
今
後
の
資
料
と

し
て
整
理
す
る
。

　

ま
た
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
へ
の
対
策
を
検

討
し
、
発
災
時
に
は
迅
速
な
対
応
を
図
る
と
と
も

に
、
防
災
減
災
へ
の
課
題
や
、
発
災
時
の
対
応
を

検
証
す
る
。

〈
事
業
計
画
〉

①�

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自

然
災
害
に
お
け
る
情
報
共
有
及
び
支
援
活
動
等

の
実
施

②�

当
会
を
は
じ
め
地
区
・
単
位
会
や
そ
の
他
の
支

援
活
動
の
記
録
収
集
及
び
検
証

③
青
年
神
職
と
し
て
行
ふ
べ
き
支
援
活
動
の
検
討
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令和六年度 Ұൠ会ࡀ ܭೖࡀग़༧ࢉॻ
自：令和６年４月１日　至：令和７年３月31日

ೖ　　ࡀ （単位：円）

Պ　　໨ ༧ֹࢉ લ೥౓༧ֹࢉ ʣݮ˚ʢݮ૿ උ　　　ߟ

̍ɽ� ᬰ ɹ ग़ ɹ ۚ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� ˚����ɼ���

　①会 員 醵 出 金 4，554，000 4，755，000 △ 201，000 1，500 円× 3，036 名

　②地 区 醵 出 金 565，000 565，000 0 10地区

̎ɽॿ ੒ ۚ ���ɼ��� ���ɼ��� � 神社本庁より

̏ɽࢍ ॿ ۚ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� � 顧問・ＯＢ

̐ɽڠ ࢍ ۚ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� ���ɼ��� 協賛広告料（会報・通信）

̑ɽॾ ऩ ೖ ���ɼ��� ���ɼ��� ˚��ɼ���

　①年賀互礼広告料 228，000 228，000 0 各単位会・役員年賀広告料

　②雑 収 入 2，000 3，813 △ 1，813 預金利息他

̒ɽ܁ ӽ ۚ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� �ɼ��� 前年度より

ࡀ ೖ ߹ ܭ ��ɼ���ɼ��� ��ɼ���ɼ��� ˚����ɼ���

ग़　　ࡀ （単位：円）

Պ　　໨ ༧ֹࢉ લ೥౓༧ֹࢉ ʣݮ˚ʢݮ૿ උ　　　ߟ

̍ɽਆ ࣄ අ ���ɼ��� ���ɼ��� � 玉串料等

̎ɽձ ٞ අ ���ɼ��� ���ɼ��� ˚����ɼ���

　①役 員 会 費 200，000 200，000 0 会議室使用料等

　②総 会 費 250，000 500，000 △ 250，000 資料作成費、案内発送費等

̏ɽڭ Խ අ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� ��ɼ���

　①研 修 関 係 費 1，800，000 1，800，000 0 中央研修会助成金、地区研修助成金

　②委 員 会 事 業 費 1，600，000 1，570，000 30，000 各委員会事業関係

　③教 化 事 業 費 600，000 600，000 0 夏期セミナー・表彰関係・時局関係等

　④友好団体関係費 300，000 300，000 0 英霊にこたえる会等

̐ɽग़ ൛ අ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� ��ɼ���

　①出 版 関 係 費 2，700，000 2，700，000 0 会報・通信作成費

　②発 送 費 460，000 420，000 40，000 会報・通信発送費

̑ɽॸ ຿ අ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� �

　①事 務 費 900，000 900，000 0 郵券代、事務用品、備品等

　②事 務 局 派 遣 費 700，000 700，000 0 本庁総務局員派遣費

̒ɽग़ ޲ අ �ɼ���ɼ��� �ɼ���ɼ��� ���ɼ��� 役員・事業委員出向費

̓ɽੵ ཱ ۚ ���ɼ��� ���ɼ��� � 基本財産・運用資金特別会計へ積立

̔ɽॾ අ ���ɼ��� ���ɼ��� � 慶弔費等

̕ɽ༧ උ අ ���ɼ��� ���ɼ��� ˚���ɼ���

ࡀ ग़ ߹ ܭ ��ɼ���ɼ��� ��ɼ���ɼ��� ˚����ɼ���

皇紀2684年　神青協通信／第149号（令和6年7月31日）17



馬場 畠山 小笠原 久保田

久富

総　会
議　長
稗田貞臣

副議長
溝脇斉

委員長

役員会

局次長

局員

局員

局員

局員

委員長

副委員長

委員

委員

委員長

副委員長

委員

委員
林

正副会長議長委員長会議

岡市

建島

金子

駒井

内堀

副議長
林

災害対策委員会

事業委員会

吉武野上

会　長
大鳥居

参　与
髙部

派遣理事
平尾

荒木

池上熊代

神宮式年遷宮の
“こころ”を守り
伝へる委員会 篠 

 
 

内海
齋藤 
岡嶋 
田湯 
新里 
池野 
佐山（寿） 
内藤 
松原 
永田 
磐梨 
 
 
 

周年委員会

委員長

委員長

副委員長

委員

委員

令和五・六年度 役員会組織図

佐山（崇）

吉井

後藤（尚） 小田

議　長
吉武

総務局

局長

局次長

局員

局員

局員

教化委員会 広報委員会 渉外委員会

吉見

髙島

監　事
北方

（総務・渉外・周年）

副会長
小佐野

（教化・事業）

副会長
河﨑

（総務・渉外・周年）

副会長
柳原

（広報・遷宮）

正副会長会議

監　事
湯浅

（広報・神宮）

監　事
吉田（芳）

（教化・事業）

千葉
小泉
遠藤
長岡
金井
武曽
北川
有島
加藤
坂本

塙 

松田 委員長
田村 
小林 
松谷 
石原 
田井 
平岡 
中森 
岡崎 
後藤（正） 
御田 
福田
川越
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神
宮
　
　
　
葦
　
津
　
健
次
郎

神
宮
　
　
　
中
　
西
　
直
　
樹

神
宮
　
　
　
千
　
秋
　
季
　
嗣

東
京
都
　
　
篠
　
　
　
直
　
嗣

東
京
都
　
　
阿
　
部
　
明
　
徳

東
京
都
　
　
多
　
田
　
光
　
武

東
京
都
　
　
齋
　
藤
　
成
　
彰

東
京
都
　
　
土
　
師
　
幸
　
士

東
京
都
　
　
田
　
中
　
芳
　
明

東
京
都
　
　
瀧
　
　
　
　
　
實

東
京
都
　
　
小
　
泉
　
朋
　
昭

東
京
都
　
　
渡
　
邊
　
和
　
壽

東
京
都
　
　
濵
　
中
　
厚
　
生

東
京
都
　
　
押
　
見
　
守
　
康

東
京
都
　
　
能
圓
坊
　
明
　
彦

東
京
都
　
　
大
鳥
居
　
武
　
司

東
京
都
　
　
小
　
野
　
貴
　
嗣

東
京
都
　
　
大
　
石
　
定
　
道

東
京
都
　
　
今
　
井
　
　
　
達

東
京
都
　
　
松
　
本
　
　
　
仁

東
京
都
　
　
小
　
泉
　
勝
　
俊

東
京
都
　
　
田
　
村
　
康
　
雄

東
京
都
　
　
北
　
川
　
正
　
訓

東
京
都
　
　
松
　
岡
　
由
里
子

東
京
都
　
　
押
　
見
　
匡
　
純

東
京
都
　
　
大
　
塚
　
圭
一
郎

東
京
都
　
　
大
　
野
　
裕
　
丈

東
京
都
　
　
宮
　
﨑
　
真
　
一

東
京
都
　
　
御
田
村
　
俊
　
一

神
奈
川
県
　
石
　
川
　
正
　
人

神
奈
川
県
　
永
　
井
　
武
　
義

神
奈
川
県
　
佐
　
野
　
　
　
巌

神
奈
川
県
　
草
　
山
　
清
　
和

埼
玉
県
　
　
小
　
林
　
一
　
朗

埼
玉
県
　
　
鈴
　
木
　
邦
　
房

埼
玉
県
　
　
東
⻆󠄄
井
　
真
　
臣

埼
玉
県
　
　
吉
　
田
　
和
　
生

埼
玉
県
　
　
吉
　
田
　
正
　
臣

埼
玉
県
　
　
新
　
井
　
君
　
美

群
馬
県
　
　
和
　
田
　
雅
　
之

群
馬
県
　
　
梅
　
林
　
健
　
二

群
馬
県
　
　
瀬
　
尾
　
直
　
史

千
葉
県
　
　
宮
　
間
　
孝
　
夫

千
葉
県
　
　
星
　
次
　
百
太
郎

千
葉
県
　
　
宮
　
本
　
勇
　
人

千
葉
県
　
　
宮
　
間
　
大
　
輔

栃
木
県
　
　
伊
　
原
　
弘
　
之

栃
木
県
　
　
栁
　
田
　
耕
　
史

山
梨
県
　
　
羽
中
田
　
　
　
進

山
梨
県
　
　
小
佐
野
　
正
　
史

山
梨
県
　
　
乙
　
黒
　
　
　
洋

北
海
道
　
　
北
　
方
　
幸
　
彦

北
海
道
　
　
藤
　
山
　
敬
　
廣

北
海
道
　
　
大
　
野
　
清
　
徳

北
海
道
　
　
池
　
田
　
清
　
美

北
海
道
　
　
森
　
田
　
邦
　
義

北
海
道
　
　
芦
　
原
　
髙
　
穂

北
海
道
　
　
森
　
　
　
泰
　
文

北
海
道
　
　
植
　
田
　
淳
　
一

北
海
道
　
　
山
　
口
　
貴
　
生

北
海
道
　
　
田
　
湯
　
直
　
宜

北
海
道
　
　
中
　
村
　
文
　
彦

北
海
道
　
　
加
　
藤
　
　
　
剛

北
海
道
　
　
前
　
田
　
　
　
穣

北
海
道
　
　
伊
　
部
　
宗
　
博

北
海
道
　
　
狩
　
野
　
智
　
也

北
海
道
　
　
三
　
橋
　
厚
　
友

北
海
道
　
　
村
　
井
　
一
　
介

北
海
道
　
　
勝
　
沼
　
達
　
朗

宮
城
県
　
　
佐
　
藤
　
文
比
古

宮
城
県
　
　
藤
　
岡
　
邦
　
彦

宮
城
県
　
　
櫻
　
谷
　
賢
　
一

福
島
県
　
　
戸
　
内
　
康
　
雅

福
島
県
　
　
丹
　
治
　
正
　
博

福
島
県
　
　
大
　
森
　
幹
　
久

福
島
県
　
　
齋
　
藤
　
秀
一
郎

福
島
県
　
　
村
　
上
　
真
　
也

岩
手
県
　
　
荒
　
木
　
眞
　
幸

岩
手
県
　
　
山
　
下
　
　
　
明

秋
田
県
　
　
面
　
山
　
浩
　
康

秋
田
県
　
　
田
　
村
　
泰
　
教

秋
田
県
　
　
二
階
堂
　
　
　
衛

三
重
県
　
　
横
　
地
　
克
　
重

三
重
県
　
　
山
　
本
　
行
　
恭

三
重
県
　
　
宇
治
土
公
　
祐
高

愛
知
県
　
　
小
　
嶋
　
今
　
興

愛
知
県
　
　
加
　
藤
　
知
　
史

愛
知
県
　
　
伊
　
奈
　
　
　
徹

愛
知
県
　
　
大
須
賀
　
久
　
人

愛
知
県
　
　
安
　
田
　
光
　
宏

愛
知
県
　
　
三
　
輪
　
真
　
生

愛
知
県
　
　
西
　
塚
　
仁
　
詞

静
岡
県
　
　
河
　
村
　
基
　
夫

静
岡
県
　
　
池
　
野
　
浩
　
司

静
岡
県
　
　
雨
　
宮
　
盛
　
克

静
岡
県
　
　
河
　
村
　
忠
　
伸

岐
阜
県
　
　
浅
　
野
　
将
　
伯

岐
阜
県
　
　
谷
　
田
　
吉
　
暢

岐
阜
県
　
　
玉
　
岡
　
充
　
臣

岐
阜
県
　
　
梅
　
村
　
幸
　
司

岐
阜
県
　
　
日
比
野
　
悌
　
明

長
野
県
　
　
遠
　
藤
　
久
　
芳

長
野
県
　
　
村
　
上
　
典
　
孝

長
野
県
　
　
宮
　
澤
　
千
　
尋

新
潟
県
　
　
栂
　
坂
　
昌
　
春

新
潟
県
　
　
永
　
井
　
康
　
之

新
潟
県
　
　
小
　
林
　
慶
　
直

新
潟
県
　
　
田
　
中
　
秀
　
孝

新
潟
県
　
　
寺
　
山
　
仁
　
文

福
井
県
　
　
宮
　
川
　
貴
　
文

福
井
県
　
　
武
　
曽
　
素
　
行

福
井
県
　
　
馬
來
田
　
善
　
敬

福
井
県
　
　
松
　
田
　
典
　
起

石
川
県
　
　
河
　
﨑
　
正
　
幸

石
川
県
　
　
葛
　
原
　
秀
　
史

石
川
県
　
　
本
　
嶋
　
実
千
浩

富
山
県
　
　
栂
　
野
　
守
　
雄

富
山
県
　
　
上
　
田
　
正
　
宙

富
山
県
　
　
横
　
越
　
照
　
正

富
山
県
　
　
長
谷
川
　
宏
　
幸

京
都
府
　
　
田
　
中
　
恆
　
清

京
都
府
　
　
中
　
田
　
幹
　
男

京
都
府
　
　
林
　
　
　
秀
　
俊

京
都
府
　
　
梶
　
　
　
道
　
嗣

京
都
府
　
　
稲
　
本
　
高
　
続

京
都
府
　
　
後
　
藤
　
泰
　
弘

京
都
府
　
　
六
人
部
　
是
　
充

大
阪
府
　
　
加
　
藤
　
芳
　
哉

大
阪
府
　
　
南
坊
城
　
光
　
興

大
阪
府
　
　
寺
　
井
　
種
　
伯

大
阪
府
　
　
中
　
塚
　
昌
　
宏

大
阪
府
　
　
寺
　
井
　
種
　
治

大
阪
府
　
　
長
谷
川
　
裕
　
高

兵
庫
県
　
　
加
　
藤
　
隆
　
久

兵
庫
県
　
　
嶋
　
津
　
幹
　
二

兵
庫
県
　
　
本
　
名
　
孝
　
至

兵
庫
県
　
　
吉
　
井
　
良
　
昭

兵
庫
県
　
　
吉
　
井
　
良
　
英

兵
庫
県
　
　
飯
　
森
　
良
　
光

兵
庫
県
　
　
田
　
中
　
国
　
男

奈
良
県
　
　
樋
　
口
　
俊
　
夫

奈
良
県
　
　
持
　
田
　
照
　
久

滋
賀
県
　
　
中
　
野
　
幸
　
彦

滋
賀
県
　
　
山
　
本
　
賢
　
司

滋
賀
県
　
　
田
　
村
　
英
　
治

滋
賀
県
　
　
岳
　
　
　
眞
　
杜

滋
賀
県
　
　
稲
　
毛
　
友
　
幸

滋
賀
県
　
　
瀧
　
澤
　
憲
　
興

和
歌
山
県
　
上
　
野
　
　
　
潤

鳥
取
県
　
　
金
　
田
　
祐
　
季

鳥
取
県
　
　
米
　
原
　
尊
　
仁

鳥
取
県
　
　
大
　
澤
　
祥
　
之

島
根
県
　
　
千
　
家
　
尊
　
祐

島
根
県
　
　
千
　
家
　
隆
比
古

島
根
県
　
　
佐
　
草
　
敏
　
邦󠄈

岡
山
県
　
　
笹
　
井
　
和
　
男

岡
山
県
　
　
佐
々
木
　
講
　
治

岡
山
県
　
　
福
　
田
　
真
　
人

岡
山
県
　
　
笹
　
井
　
昭
　
昌

広
島
県
　
　
𠮷
　
川
　
通
　
泰

広
島
県
　
　
奥
　
　
　
茂
　
宣

広
島
県
　
　
村
　
田
　
和
　
之

広
島
県
　
　
森
　
𦚰
　
宗
　
彦

広
島
県
　
　
松
　
原
　
弘
　
毅

広
島
県
　
　
𠮷
　
川
　
泰
　
正

山
口
県
　
　
金
　
長
　
広
　
典

山
口
県
　
　
鈴
　
木
　
宏
　
明

山
口
県
　
　
黒
　
神
　
直
　
大

山
口
県
　
　
三
ヶ
本
　
雅
　
紀

山
口
県
　
　
竹
　
中
　
信
　
彦

山
口
県
　
　
白
　
石
　
憲
　
一

香
川
県
　
　
猪
　
熊
　
兼
　
高

香
川
県
　
　
池
　
田
　
博
　
文

愛
媛
県
　
　
長
曽
我
部
　
延
昭

愛
媛
県
　
　
長
曽
我
部
昭
一
郎

愛
媛
県
　
　
清
　
家
　
貞
　
宏

愛
媛
県
　
　
武
　
智
　
正
　
人

愛
媛
県
　
　
十
　
亀
　
博
　
行

愛
媛
県
　
　
田
　
窪
　
大
　
朗

高
知
県
　
　
岡
　
田
　
博
　
親

高
知
県
　
　
吉
　
野
　
　
　
慶

長
崎
県
　
　
河
　
原
　
忠
　
孝

長
崎
県
　
　
河
　
原
　
忠
　
徳

福
岡
県
　
　
西
高
辻󠄂
　
信
　
良

福
岡
県
　
　
久
　
富
　
真
　
人

福
岡
県
　
　
西
高
辻󠄂
　
信
　
宏

福
岡
県
　
　
波
多
野
　
直
　
之

福
岡
県
　
　
星
　
野
　
清
　
徳

福
岡
県
　
　
眞
　
木
　
啓
　
樹

福
岡
県
　
　
外
　
山
　
貴
　
寛

大
分
県
　
　
宮
　
本
　
隆
　
之

大
分
県
　
　
小
　
野
　
眞
一
郎

佐
賀
県
　
　
八
　
幡
　
崇
　
経

熊
本
県
　
　
春
　
木
　
秀
　
紀

宮
崎
県
　
　
黒
　
木
　
興
　
輔

鹿
児
島
県
　
種
子
田
　
　
　
敬

鹿
児
島
県
　
谷
　
川
　
博
　
之 

鹿
児
島
県
　
種
子
田
　
　
　
宰

御
支
援
あ
り
が
た
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度

賛
助
金
御
礼
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◇
最
優
秀
事
業
賞

「
オ
リ
ジ
ナ
ル

簡
易
神
棚
無
料
配
布
事
業
」

三
重
県
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
五
年
八
月
～
十
二
月

【
事
業
目
的
】
神
棚
の
保
有
率
と
神
棚
を
拝
む
頻

度
が
低
下
し
て
き
て
ゐ
る
中
で
、
ま
づ
は
神
宮

大
麻
や
御
札
を
お
祀
り
出
来
る
簡
易
的
な
神
棚

を
置
い
て
も
ら
ふ
こ
と
で
、
家
庭
の
空
間
に
拝

礼
を
す
る
場
所
が
出
来
る
。
ま
た
、
今
ま
で
神

棚
を
保
有
し
て
ゐ
な
い
世
帯
に
と
っ
て
は
、
手

軽
に
神
棚
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
と
も

に
、
神
様
や
神
社
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

へ
る
側
面
が
あ
り
、
神
棚
を
お
祀
り
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
考
へ
る
。

【
事
業
内
容
】
簡
易
神
棚
無
料
配
布
に
あ
た
っ
て

は
、
各
役
員
が
奉
務
神
社
に
お
い
て
、
初
宮
詣
、

七
五
三
、
地
鎮
祭
、
結
婚
式
な
ど
の
機
会
に
手

渡
し
で
配
布
活
動
を
行
っ
た
。
※
神
棚
奉
斎
啓

発
冊
子
「
暮
ら
し
の
中
の
神
棚
（
神
社
本
庁
）」

も
一
緒
に
渡
す
。
ま
た
、
毎
年
八
月
に
開
催
さ

れ
る
お
宮
の
子
供
会
の
中
で
、
今
年
は
参
加
し

た
子
供
た
ち
に
、
簡
易
神
棚
の
絵
付
け
体
験
を

実
施
し
、
子
供
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
神
棚
を

作
成
し
た
。
簡
易
神
棚
配
布
時
に
は
、
以
前
に

三
重
県
神
道
青
年
会
で
製
作
し
た
御
神
札
の
祀

り
方
の
動
画
へ
ア
ク
セ
ス
出
来
る
や
う
に
、
簡

易
神
棚
組
み
立
て
説
明
図
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
記

※
単
位
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
エ
ン
ト
リ
ー
情
報
に
基
づ
い
て
を
り
ま
す

令
和
五
年
度
定
例
表
彰
一
覧

載
し
た
。

◇
最
優
秀
広
報
賞

『
や
く
わ
え

災
害
特
集
号
』東

京
都
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
四
年
十
一
月
～
令
和
五
年
三
月

【
事
業
目
的
】
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
十
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ

た
。
そ
れ
以
前
に
も
、
ま
た
そ
れ
以
降
に
も
自

然
災
害
は
全
国
各
地
で
数
多
く
発
生
し
て
ゐ

る
。
被
害
は
様
々
だ
が
東
日
本
の
そ
れ
は
間
違

い
な
く
、
我
々
個
人
だ
け
で
な
く
東
京
都
神
道

青
年
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
と
言
へ

る
。
被
災
地
へ
変
は
ら
ず
心
を
寄
せ
、
支
援
に
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震
災
か
ら
十
年
以
上
が
経
ち
、
正
会

員
の
中
で
も
復
興
支
援
活
動
に
ࢀ
Ճ
し

た
こ
と
が
な
い
会
員
や
、
実
際
に
被
災

地
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
会
員
が
増
え

て
き
た
。
災
害
対
策
委
員
会
を
発
会
し

た
際
に
掲
͛
た
ε
ϩ
ồ
Ψ
ϯ
「
忘
れ
な

い
、
風
化
さ
せ
な
い
」
を
今
一
度
ೝ
ࣝ

し
、
思
い
を
共
有
す
べ
く
、
෱
ౡ
県
と

東
京
都
の
震
災
当
時
の
会
௕
෭
会
௕
と

現
在
の
྆
会
௕
と
で
、
過
去
ɾ
現
在
ɾ

未
来
を
࿩
し
߹
っ
て
い
た
だ
い
た
。

ग़
੮
者

ɾ
౔
ࢣ
幸
士
先
輩

　
　
　

    

（
当
時
の
都
神
青
会
௕
）

ɾ
ా
ଜ
و
正
先
輩

           

（
当
時
の
෱
ౡ
神
青
෭
会
௕
）

ɾ
ਂ
୩
ਸ਼
ൺ
ݹ
会
௕
（
現
෱
ౡ
神
青
）

ɾ
大
ௗ
ډ
ྑ
人
会
௕
（
現
都
神
青
）

大
鳥
居
会
長

　
当
日
は
、
ҵ
৓
県
で
中
ݎ
神
৬
ݚ
म

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ன
に
会
৔
の
ϗ

ς
ϧ
で
௚
会
が
ऴ
わ
り
、
す
͙
に
ؼ
り

ま
し
た
。
ஸ
度
ദ
Ӻ
に
ి
ं
が
ఀ
ま
っ

て
、
そ
こ
で
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
最

ॳ
は
ి
ं
が
༳
れ
て
い
る
の
か
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
Ӻ
の
様
子
が
͓
か
し
い

の
で
ి
ं
か
ら
降
り
ま
し
た
。
状
況
が

全
く
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

と
に
か
く
Ո
に
ؼ
っ
た
方
が
ྑ
い
と
思

い
ڑ
཭
を
考
え
ず
に
す
͙
に
λ
Ϋ
γ
ồ

に
৐
り
神
ࣾ
ま
で
ؼ
り
ま
し
た
。

　
神
ࣾ
で
は
境
಺
の
大
き
な
ੴ
౮
᝷
や

ੴ
ൾ
が
౗
れ
て
͓
り
、
ࣾ
務
所
の
中
が

Ծ
の
ආ
೉
所
の
Α
う
に
な
っ
て
い
て
ۙ

ྡ
の
人
が
ආ
೉
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
໷
に
、
ফ
防
団
の
方
が
ආ

೉
所
に
な
っ
て
い
る
ۙ
く
の
খ
ֶ
ߍ
ま

で
༠
ಋ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ӡ
ྑ
く
λ
Ϋ
γ
ồ
に
৐
れ
て
、
そ
の

日
の
う
ち
に
神
ࣾ
に
ؼ
れ
た
の
は
幸
い

で
し
た
。

土
師
先
輩

　
ࢲ
も
大
ௗ
ډ
会
௕
と
同
͡
で
、
ҵ
৓

県
の
大
ચ
で
中
ݎ
神
৬
ݚ
म
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
ं
で
来
て
い
る
人
も
多
く
、

こ
の
時
は
௚
会
に
͓
ञ
が
ग़
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
も
あ
り
、
ݚ
म
会
৔
の
大

ચ
ϗ
ς
ϧ
で
௚
会
後
の
十
࢛
時
ࠒ
ま
で

二
࣍
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
͓
ञ
も

ೖ
っ
て
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
東
京
へ
ؼ
ろ

う
と
、
大
ચ
Ӻ
か
ら
ਫ
ށ
Ӻ
に
ண
い
た

時
に
ୈ
一
震
が
発
生
。
Կ
が
起
こ
っ
た

か
ղ
ら
ず
最
ॳ
は
ؾ
ܰ
に
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
上
か
ら
נ
᛽
が
མ
ち
て
き
た

り
ਫ
が
෾
き
ग़
し
た
り
し
て
、
構
಺
์

ૹ
で
す
͙
に
Ӻ
か
ら
ग़
て
く
だ
さ
い
と

い
う
Ξ
φ
΢
ϯ
ε
も
あ
り
、
ਫ
ށ
Ӻ
の

֎
に
ग़
ま
し
た
。
σ
ύ
ồ
τ
の
ళ
員
さ

ん
が
大
੎
を
Ҿ
き
連
れ
て
「
こ
れ
か
ら

ٰ
の
上
の
ެ
Ԃ
や
ֶ
ߍ
に
ආ
೉
し
ま
す

と
Ξ
φ
΢
ϯ
ε
を
し
な
が
ら
༠
ಋ
し
て

͓
り
、
ී
ஈ
か
ら
܇
࿅
が
さ
れ
て
い
る

ん
だ
な
と
い
う
ҹ
৅
を
受
け
ま
し
た
。

　
数
໊
で
ؼ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ਫ
ށ

Ӻ
か
ら
ό
ϥ
ό
ϥ
に
行
動
。
ආ
೉
所
に

な
っ
て
い
る
ߴ
ߍ
に
行
き
ま
し
た
が
大

੎
の
人
で
Ҳ
れ
て
い
て
、
当
時
の
Ψ
ϥ

έ
ồ
で
ਫ
ށ
Ӻ
前
の
ϗ
ς
ϧ
を
୳
し
た

ら
ӡ
ྑ
く
༧
໿
が
で
き
、
そ
の
ϗ
ς
ϧ

へ
。
ϗ
ς
ϧ
も
அ
ਫ
ɾ
ఀ
ి
で
各
部
԰

は
࢖
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ໟ
෍
の
ି

し
ग़
し
ˍ
ϩ
Ϗ
ồ
で
৸
ധ
ま
り
な
ら
で

き
る
状
ଶ
で
し
た
。
そ
の
日
ϗ
ς
ϧ
で

は
ԅ
会
の
༧
ఆ
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

ྉ
ཧ
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ి
࿩
で
地
ݩ
ઙ
૲
や
東
京
の
情
報
収
集

を
行
い
ま
し
た
が
ຆ
ど
情
報
が
ೖ
ら
ず

Ո
଒
や
৬
員
に
も
連
བྷ
が
つ
か
な
い
状

況
で
し
た
。

　
ཌ
日
、
ϗ
ς
ϧ
ଆ
か
ら
力
の
あ
る
方

は
ۙ
く
の
Ҫ
ށ
ま
で
ਫ
く
み
を
ख
伝
っ

て
΄
し
い
、
と
の
࿩
が
あ
り
ख
伝
い
ま

し
た
。
そ
の
్
中
、
同
͡
中
ݎ
を
受
け

て
い
た
人
た
ち
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ं
で

ؼ
る
か
ら
ྑ
か
っ
た
ら
৐
っ
て
い
く
か

と
い
う
連
བྷ
が
あ
り
、
同
৐
さ
せ
て
も

ら
っ
て
ؼ
り
ま
し
た
。  （
ޒ
人
৐
り
の

ं
に
六
人
で
）
ਫ
ށ
か
ら
ず
っ
と
ौ
଺
。

中
々
進
ま
な
い
の
で
ަ
୅
で
ं
か
ら
ग़

て
า
き
な
が
ら
進
み
ま
し
た
。
十
ീ
時

ࠒ
に
取
ख
Ӻ
ま
で
ண
き
、
そ
こ
か
ら
ి

ं
で
ઙ
૲
ま
で
ؼ
り
ま
し
た
。

」
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特
集
記
事

座
談
会

震
災
当
時
の
そ
れ
ͧ
れ
の
動
き
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忘
れ
な
い
︑

風
化
さ
せ
な
い

　
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
十
年
以
上
の
歳
月
が
流

れ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
、
ま
た
そ
れ
以

降
に
も
自
然
災
害
は
全
国
各
地
で
数
多

く
発
生
し
て
い
る
。
被
害
は
様
々
だ
が

東
日
本
の
そ
れ
は
間
違
い
な
く
、
我
々

個
人
だ
け
で
な
く
東
京
都
神
道
青
年
会

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　
当
会
で
は
迅
速
な
支
援
活
動
を
行
う

た
め
災
害
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
情

報
収
集
や
準
備
を
進
め
る
と
共
に
、
多

く
の
支
援
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
活

動
は
単
独
で
行
う
も
の
だ
け
で
な
く
、

神
道
青
年
全
国
協
議
会
や
神
青
協
一
都

七
県
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
と
の
協
力

事
業
、
現
地
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
も

の
な
ど
も
多
い
。

※

震
災
当
時
か
ら
平
成
二
十
六
年
度

ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
『
や
く
わ
え

「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
〜
復

興
支
援
活
動
の
軌
跡
〜
」』（
平
成
二
十

七
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）
に
詳
し
く

纏
め
ら
れ
て
い
る
。

　
被
災
地
へ
変
わ
ら
ず
心
を
寄
せ
、
支

援
に
携
わ
っ
た
方
々
の
思
い
を
繋
い
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
「
忘

れ
な
い
、
風
化
さ
せ
な
い
」
の
言
葉
の

も
と
、
今
日
ま
で
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
青
年
会
員
と
し
て
活
動
さ
れ

た
多
く
の
先
輩
が
青
年
会
を
卒
業
さ
れ
、

今
後
は
当
時
の
こ
と
を
詳
し
く
知
ら
ず
、

実
際
に
被
災
地
を
目
に
し
た
こ
と
が
な

い
会
員
も
増
え
て
い
く
。
時
間
の
経
過

と
共
に
関
心
と
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
部

分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

行
っ
て
き
た
こ
と
や
当
時
の
思
い
は
後

世
に
必
ず
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
今
を
生
き
る
我
々
の
責

務
で
あ
る
。

　
本
冊
子
に
掲
載
し
て
い
る
対
談
で
は
、

震
災
当
時
中
心
的
に
活
動
さ
れ
た
先
輩

方
の
体
験
や
心
境
、
年
月
が
経
っ
た
今

だ
か
ら
こ
そ
思
う
こ
と
な
ど
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。
記
録
を
見
る
だ
け
で

は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
や

事
情
、
思
い
や
考
え
な
ど
、
記
憶
の
中

に
あ
る
も
の
を
改
め
て
文
字
に
起
こ
し
、

文
章
と
し
て
形
に
残
し
て
い
る
。

　
災
害
対
策
委
員
会
は
、
東
日
本
大
震

災
へ
の
支
援
活
動
を
主
な
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
全
国
各
地
で
多

く
の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
中
、
支
援

活
動
は
東
日
本
だ
け
で
な
く
、
広
い
視

野
で
考
え
、
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
然
災
害
は
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
明
日
に
は
自
ら
が
当
事
者
に

な
る
可
能
性
も
常
に
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
災
害
対
策
と

共
に
防
災
に
つ
い
て
も
真
剣
に
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
個
人
で
取
り
組
む

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
の
上
で
青

年
会
員
同
士
や
周
囲
の
人
間
と
の
関
係

構
築
と
強
化
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
が
有
事
の
際
の
迅
速
な
対
応
と
行
動

に
繋
が
る
。
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
で
き
る
こ
と

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
の
積

み
重
ね
が
い
ざ
と
い
う
時
に
重
要
な
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
。

発
行
に
際
し
て

　
そ
し
て
、
組
織
と
し
て
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
常
に
考
え
続
け
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
常
に
状
況
は
変
わ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
に
最
善
の
動
き

が
で
き
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
事
の
経
緯
や
組
織
の
目
的
を
正
確
に

把
握
し
、
過
去
を
検
証
し
、
未
来
に
目

を
向
け
、
変
え
る
べ
き
所
は
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
本
冊
子
が
今
後
の
活
動
、
そ
し
て
組

織
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

復
興
は
未
だ
道
半
ば
、
我
々
は
今
後
も

被
災
地
へ
思
い
を
馳
せ
、
過
去
を
未
来

に
伝
え
て
い
く
。

令 和 5 年 3 月 1 1 日 発 行
東京都神道青年会会報

　　　

災害特集号
表紙：震災遺構  浪江町立請戸小学校

携
は
っ
た
方
々
に
思
ひ
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
へ
「
忘
れ
な
い
、
風
化
さ
せ

な
い
」
の
言
葉
の
も
と
、
今
日
ま
で
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
青
年
会
員
と
し
て
活
動
さ

れ
た
多
く
の
先
輩
が
青
年
会
を
卒
業
さ
れ
、
今

後
は
当
時
の
こ
と
を
詳
し
く
知
ら
ず
、
実
際
に

被
災
地
を
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
会
員
も
増
え

て
い
く
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
関
心
と
記
憶

が
薄
れ
て
い
く
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
行
っ
て
き
た
こ
と
や
当
時
の
思
ひ
は

後
世
に
必
ず
伝
へ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
本
冊
子
が
今
後
の
活
動
、
そ
し
て
組
織
発

展
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
事
業
を
企
画

立
案
し
た
。
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◇
優
秀
事
業
賞

「
神
主
が
語
る

本
当
に
あ
っ
た
怖
い
話
」富

山
県
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
五
年
五
月
～
十
一
月

【
事
業
目
的
】
神
社
と
い
う
神
聖
な
場
所
に
い
れ

ば
こ
そ
、
不
思
議
な
体
験
を
目
の
当
た
り
に
す

る
機
会
や
、体
験
談
を
耳
に
す
る
機
会
が
あ
る
。

突
如
と
し
て
訪
れ
る
除
霊
の
依
頼
に
戸
惑
っ
た

経
験
を
持
つ
神
職
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ら
う

か
。
こ
の
類
の
お
祓
い
は
依
頼
主
の
切
実
な
思

ひ
が
あ
る
分
、対
応
に
慎
重
さ
を
求
め
ら
れ
る
。

一
方
で
、
不
思
議
な
話
は
あ
ま
り
公
に
し
て
語

ら
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
ど
の
や
う
に
対
応
す

べ
き
か
他
者
の
経
験
を
聞
く
機
会
も
乏
し
い
。

本
企
画
は
、
語
部
と
な
っ
た
会
員
が
本
当
に

あ
っ
た
怖
い
話
（
ほ
ん
怖
体
験
）
を
語
り
、
ど

の
や
う
に
対
応
し
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
や
う

に
対
応
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
を
考
へ
る
機
会
と

す
る
。
会
員
同
士
が
語
り
合
ふ
こ
と
で
親
睦
を

深
め
、
暑
い
夏
の
夜
を
涼
し
く
過
ご
し
た
い
。

【
事
業
内
容
】
企
画
運
営
の
流
れ

初
め
に
、
不
思
議
体
験
の
有
無
に
つ
い
て
会
員

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
不
思
議
体

験
を
持
つ
会
員
に
は
、
内
容
と
事
象
へ
の
対
応

を
聞
き
取
り
調
査
し
た
。
調
査
後
、
語
部
を
決

定
し
、
会
員
に
向
け
た
案
内
用
の
ポ
ス
タ
ー
を

作
製
し
た
。

企
画
当
日
の
流
れ

参
加
者
は
会
場
ま
た
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
集
ま
り
、

主
催
者
の
進
行
に
従
っ
て
話
し
手
四
名
が
『
ほ

ん
怖
体
験
』
を
語
っ
た
。
参
加
者
全
員
で
怖
い

話
を
楽
し
み
つ
つ
、
人
知
を
超
え
る
や
う
な
現

象
に
対
し
て
神
職
は
ど
の
や
う
に
対
応
す
べ
き

か
考
へ
る
時
間
を
設
け
た
。

企
画
後
の
動
き

録
音
・
録
画
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
文
章
に
書

き
起
こ
し
『
富
山
県
の
神
職
が
語
る
本
当
に

あ
っ
た
怖
い
話
』
を
ま
と
め
た
。

◇
優
秀
事
業
賞

「
継
承
に
つ
い
て
考
え
る

～
伝
統
文
化
の
心
か
ら
学
ぶ
～
」

福
岡
県
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
五
年
十
一
月
二
十
九
日

【
事
業
目
的
】
神
職
の
後
継
者
不
足
問
題
は
以
前

よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
と
い
ふ
社
会
状
況
を
鑑
み
て
も
、

さ
ら
に
こ
の
問
題
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
の
世
代
を
担
ひ
、
さ
ら
に
は
そ
の
次
の
世
代

を
育
成
す
る
立
場
に
な
る
青
年
神
職
が
今
の
時

点
か
ら
こ
の
問
題
を
強
く
意
識
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
と
考
へ
る
。
本
研
修
の
講
師
で
あ
る
中

村
弘
峰
氏
は
我
々
と
同
世
代
で
あ
り
、
後
継
ぎ

と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
ゐ
る
。
御
本
人
の
覚
悟

や
経
緯
を
伺
ひ
、
現
在
世
界
で
も
注
目
さ
れ
て

ゐ
る
そ
の
技
術
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
で
、「
継

承
」
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
へ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

【
事
業
内
容
】
自
身
が
跡
継
ぎ
と
し
て
の
道
を
選

択
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、
博
多
人
形
の
世
界
に

つ
い
て
の
話
を
伺
っ
た
。
そ
の
後
、
福
岡
市
に

あ
る
光
雲
神
社
の
境
内
で
展
示
し
、
多
く
の
方

の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
前
提
に
干
支
の
置
物
に

絵
付
け
体
験
を
行
っ
た
。
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◇
優
秀
広
報
賞

「
家
庭
祭
祀
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

『
お
う
ち
の
守
り
神
さ
ま
』
製
作
事
業
」

　
　
　
　
滋
賀
県
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
三
年
十
月
～
令
和
五
年
七
月

【
事
業
目
的
】
新
興
住
宅
地
に
住
む
若
年
の
核
家

族
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
神
棚
の
設
置

率
が
著
し
く
低
い
と
さ
れ
る
層
に
対
し
て
家
庭

に
神
札
を
祀
る
こ
と
の
意
義
を
勧
め
、
県
内
各

社
の
神
徳
宣
揚
に
繋
げ
る
こ
と
を
主
な
目
的
と

す
る
。

◇
優
秀
広
報
賞

「
お
さ
ん
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
徳
島
県
青
年
神
職
会

【
期
間
】
令
和
五
年
十
二
月

【
事
業
目
的
】
阿
波
に
実
在
し
た
お
か
げ
犬
「
お

さ
ん
ち
ゃ
ん
」
の
認
知
度
を
高
め
、「
参
拝
な

く
し
て
信
仰
な
し
」
を
裏
テ
ー
マ
に
、
神
宮
参

拝
と
神
宮
大
麻
頒
布
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

【
事
業
内
容
】
お
か
げ
犬
ポ
ス
タ
ー
製
作
。
お
さ

ん
ち
ゃ
ん
動
画
の
作
成
を
行
ひ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
発
信
。
令
和
六
年
五
月
よ
り
県
内
初
の

統
一
の
授
与
品
「
お
さ
ん
ち
ゃ
ん
守
」
の
頒
布
。

両手を合わせて

右手を少し引き

拍手２回

崇
敬
神
社

氏
神
神
社

Ｑ御神札はどこにお祀りするの？

Ａご家族が一番よく使われるお部屋の北側（南向き）

または西側（東向き）で、大人の目線よりも高い

場所にお祀りするのが良いと言われています。飾

り棚の上に置いたり柱や壁に貼るなど、明るく清

潔な場所を選びましょう。

神棚や御神札立てなどがあるとより丁寧です。

Ｑ複数の御神札をお祀りする場合はどうするの？

Ａ神宮大麻・氏神神社の御神札・それ以外に個人的

に崇敬されている神社（崇敬神社）の順番で、御

神札を重ねて又は並べてお祀りします。重ねる場

合は手前から順に、並べる場合は２体なら向かっ

て右→左の順、３体なら中央→右→左の順です。

Ｑお供えはどうするの？

Ａ お供えは神様のお食事で、米・酒・塩・水が基本です。

他にも家庭菜園で採れたものや、秋には新米、新年

には鏡餅などでも良いでしょう。

毎日お供えすることが難しい場合は、毎月一日や地

域の氏神様のお祭りの日など、各ご家庭でルールを

決めて無理なくお祀り下さい。

Ｑ お参りはどうするの？

Ａ神社に参拝された時と同様に「二拝、二拍手、一拝」

の作法でお参りするのが最も丁寧ですが、短時間で

も毎日手を合わせる習慣を付けるのも良いでしょう。

お正月や家族の記念日には、ご家族揃ってお参りし

ましょう。

～ありがとう神様シリーズ～

神社のお祭りや、家庭のお祀りのことなど、神道に関す

る豆知識をテーマに作成しています。QR コードよりバッ

クナンバーをご覧頂けますので、是非ご覧下さい。

Ｑ 御神札はいつ取り換えるの？

Ａ一年に一度、お正月の前後に取り換えるのが良いと

言われます。

御神札を新しくすることで神様のご神威も蘇り、次

の一年間も家族が安全に暮らせるようお守り頂くの

です。古い御神札は感謝を込めて近くの神社にお返

ししましょう。

取り換えるタイミングで神棚や御神札立ての清掃も

お忘れなく。

最後に
深い礼を１回

します。まず、
深い礼を２回

します。

御神札神
棚

御
神
札

神棚

西

東

北西

南

北

天
照
皇
大
神
宮

天
照
皇
大
神
宮

手
前

重ねて祀る ２体並べる
３体並べる

氏
神
神
社

天
照
皇
大
神
宮

崇
敬
神
社

氏
神
神
社

1

2
3

米

水 塩
米水 塩

米酒水
酒 塩

酒 酒米

水 塩

例１ 例２
例３

神　棚　側

手　前　側

例４

守
り
神
さ
ま

お
う
ち
の

氏
神
さ
ま
と
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
を
お
守
り

く
だ
さ
る
神
社
や
神
様
の
こ
と
で
す
。

お
正
月
や
お
祭
り
の
日
は
も
ち
ろ
ん
、
お
宮
参
り
・

七
五
三
な
ど
の
人
生
儀
礼
、
家
内
安
全
・
厄
除
け
祈
願

な
ど
、
ま
ず
は
地
域
の
氏
神
さ
ま
に
お
参
り
し
て

祈
願
を
し
ま
し
ょ
う
。

খؔொࢢਆࣾி　େ௡ݝլ࣎ɿߦൃ �����
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お
う
ち
の

お
う
ち
の

守
り
神
さ
ま

守
り
神
さ
ま

守
り
神
さ
ま

守
り
神
さ
ま

【
事
業
内
容
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
新
興
住
宅
地

に
住
む
家
族
が
、
初
詣
に
行
っ
た
先
で
御
神
札

を
見
つ
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
実
際
に

自
宅
に
お
祀
り
す
る
ま
で
を
読
み
や
す
い
漫
画

形
式
で
表
し
て
ゐ
る
。

内
容
は
ご
く
基
本
的
な
こ
と
の
み
に
止
め
、
こ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
目
を
留
め
て
興
味
を
持
っ

た
方
に
お
問
ひ
合
は
せ
を
戴
き
、
神
社
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
も
期
待
し
て

ゐ
る
。
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◇
特
別
賞

「
都
内
戦
災
震
災
殉
難
者

慰
霊
祭
並
び
に
靖
國
神
社
参
拝
」

東
京
都
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
五
年
八
月
十
五
日

【
事
業
目
的
・
内
容
】
本
年
は
関
東
大
震
災
発
災

百
年
を
迎
へ
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
昨
今
の

自
然
災
害
は
著
し
く
多
く
の
地
域
で
被
害
が
出

て
ゐ
る
。
改
め
て
災
害
の
被
害
に
遭
は
れ
た
方

を
は
じ
め
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
慰
霊

の
誠
を
捧
げ
る
べ
く
、
大
東
亜
戦
争
終
結
の
日

に
、
東
京
都
慰
霊
堂
に
お
い
て
、
十
六
万
人
を

超
え
る
都
内
の
戦
災
震
災
殉
難
者
の
御
霊
に
哀

Ў3�1້Ჯ � 1�

悼
の
意
を
表
す
。併
せ
て
靖
國
神
社
を
参
拝
し
、

国
家
の
安
泰
と
、
世
界
の
共
存
共
栄
を
祈
念
す

る
。

     

（
墨
田
区
横
網
２
丁
目
　
東
京
都
横
網
町
公
園
内
）

     

（
墨
田
区
横
網
２
丁
目
　
東
京
都
横
網
町
公
園
内
）

東京都慰霊堂

第一ホテル両国

隅田川

ファミリー

   マート

セブン
 イレブン

セブンイレブン

江戸東京博物館

両国国技館

A4

A3

A2大
江
戸
線
両
国
駅

A1

ＪＲ総武線両国駅

同愛記念病院

◇
特
別
賞

「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

発
災
五
年
慰
霊
祭
並
び
に
講
演
会
」

北
海
道
神
道
青
年
協
議
会

【
期
間
】
令
和
五
年
八
月
十
七
日

【
事
業
目
的
】

慰
霊
祭
：
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
亡
く
な
ら

れ
た
御
霊
の
慰
霊
と
復
興
の
祈
り
を
捧
げ
る
べ

く
慰
霊
祭
を
斎
行
す
る
。

講
演
会
：
会
員
各
奉
務
神
社
の
興
隆
の
一
助
に

す
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
向
上
と
震
災
の

風
化
防
止
を
目
的
に
講
演
会
を
開
催
す
る
。

【
事
業
内
容
】

①
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
災
五
年
慰
霊
祭

（
※
光
舞
奉
奏
）

②
被
災
か
ら
復
興
に
関
す
る
講
演
会

講
師
：
厚
真
神
社
宮
司

中
村
昇
洋
様

主
題
「
復
興
へ
の
歩
み
」
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◇
周
年
事
業
賞

「
絵
本
『
人
生
儀
礼
の
物
語

～
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
～
』」

　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
四
年
三
月
～
令
和
五
年
三
月

【
事
業
目
的
】「
人
生
儀
礼
」
を
一
つ
の
テ
ー
マ
に

据
ゑ
て
、
お
子
さ
ま
を
始
め
、
御
家
族
の
方
へ

人
生
儀
礼
の
大
切
さ
を
伝
へ
る
教
化
活
動
の
一

環
と
し
て
絵
本
を
作
成
し
た
。
読
み
聞
か
せ
る

又
は
お
子
さ
ま
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
や

う
、
言
葉
選
び
や
表
現
に
は
特
に
気
を
付
け
な

が
ら
委
員
会
内
で
検
討
を
重
ね
作
成
し
た
。

【
事
業
内
容
】
人
生
儀
礼
の
紹
介

安
産
祈
願
・
初
宮
参
り
・
お
食
ひ
初
め
・

七
五
三
詣
り
・
成
人
・
神
前
結
婚
式
・
厄
除
祈

願
・
還
暦
・
祖
先
に
つ
い
て
・
コ
ラ
ム

◇
教
化
事
業
賞

「
臼
杵
護
国
神
社

池
内
堆
積
土
清
掃
奉
仕
活
動
」

　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
神
道
青
年
会

【
期
間
】
令
和
五
年
八
月
二
十
八
日

【
事
業
目
的
】
大
分
県
神
道
青
年
会
で
は
春
と
秋

に
大
分
縣
護
國
神
社
へ
の
例
祭
奉
仕
を
行
ふ
こ

と
で
、
国
の
礎
と
し
て
戦
火
に
身
を
賭
し
た

方
々
の
歴
史
・
想
ひ
な
ど
を
、
奉
仕
を
通
し
て

後
世
に
伝
へ
る
活
動
を
行
っ
て
ゐ
る
。
当
該
事

業
は
こ
の
英
霊
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
に
あ
る
お
宮
を
守
り
残
す
と
い
ふ
青

年
神
職
と
し
て
の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
、
何

か
氏
子
崇
敬
者
へ
の
教
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
い

ふ
思
ひ
か
ら
活
動
を
展
開
す
る
。

【
事
業
内
容
】
臼
杵
護
国
神
社
へ
の
正
式
参
拝
。

臼
杵
護
国
神
社
境
内
に
あ
る
池
の
清
掃
奉
仕
、

池
内
に
堆
積
し
た
土
の
除
去
作
業
。

（
※
実
施
日
が
八
月
の
末
で
あ
っ
た
た
め
、
熱

中
症
な
ど
の
対
策
を
取
り
つ
つ
出
来
る
範
囲
で

除
去
作
業
を
行
っ
た
）

当
会
活
動
中
に
参
拝
に
来
ら
れ
た
方
々
が
清
掃

の
大
変
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
十
月
に
は
地

域
の
協
力
に
よ
り
再
度
実
施
さ
れ
、
池
内
の
堆

積
土
を
全
て
除
去
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
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神
宮
古
殿
地
清
掃
奉
仕

　

令
和
六
年
二
月
五
日
か
ら
二
日
間
、
神
宮
古
殿

地
清
掃
奉
仕
事
業
を
行
っ
た
。
本
事
業
は
、
前
回

の
御
遷
宮
ま
で
御
殿
が
立
っ
て
ゐ
た
古
殿
地
の
清

掃
奉
仕
を
行
ふ
こ
と
に
よ
り
、
神
宮
へ
の
崇
敬
の

念
を
高
め
、
次
期
式
年
遷
宮
へ
の
意
識
啓
発
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
神
宮
啓
発
委
員
会

主
管
の
も
と
継
続
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
事
業
で
あ

る
。
今
回
は
、
國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学
の
学

生
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
神
青
協
役
員
と
委
員
を

含
め
五
十
三
名
で
実
施
さ
れ
た
。
今
回
参
加
い
た

だ
い
た
学
生
の
半
数
以
上
は
女
子
学
生
で
あ
り
、

中
に
は
神
職
課
程
に
無
縁
の
学
部
学
科
に
所
属
す

る
学
生
の
参
加
も
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点

で
あ
る
。

　

開
講
式
の
後
は
内
宮
で
御
垣
内
参
拝
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
続
い
て
御
神
楽
奉
納
の
の
ち
、
上

下
白
色
の
服
装
に
改
服
し
て
か
ら
清
掃
奉
仕
に
臨

ん
だ
。

　

私
自
身
、
お
白
石
持
行
事
の
際
に
御
敷
地
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
御
遷
宮

以
降
に
古
殿
地
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く

の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
御
社
殿
が
立
っ
て
ゐ
な

い
そ
の
場
所
は
と
て
も
広
く
、
そ
こ
か
し
こ
に
散

ら
ば
る
杉
の
葉
や
小
枝
を
手
作
業
で
取
り
除
い
て

い
く
の
は
と
て
も
大
変
で
あ
る
と
感
じ
た
。
残
念

な
が
ら
時
間
内
に
全
域
の
清
掃
は
か
な
は
な
か
っ

た
が
、
奉
仕
者
一
同
出
来
る
限
り
誠
心
誠
意
の
清

掃
を
行
っ
た
。
参
加
し
た
学
生
は
心
静
か
に
崇
敬

の
念
を
込
め
て
清
掃
奉
仕
に
励
み
な
が
ら
も
、
実

際
に
古
殿
地
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
感
動
や
御
正
宮

に
関
す
る
質
問
な
ど
を
熱
心
に
委
員
に
伝
へ
る
場

面
が
多
々
見
ら
れ
た
。
学
生
の
み
な
ら
ず
、
役
員

や
委
員
も
同
様
の
感
動
を
覚
え
た
や
う
で
あ
っ

た
。
寒
さ
の
厳
し
い
二
月
上
旬
、
し
か
も
当
日
は

あ
ひ
に
く
の
雨
模
様
で
あ
り
雨
合
羽
を
着
用
し
て

の
清
掃
奉
仕
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
全
員
が
心
を

合
は
せ
て
清
掃
を
行
っ
て
ゐ
た
様
子
は
印
象
に

残
っ
て
ゐ
る
。

　

清
掃
奉
仕
を
終
へ
る
と
改
服
し
、
次
に
夕
食
を

兼
ね
て
交
流
会
が
行
は
れ
た
。
一
青
年
神
職
と
し

て
普
段
の
御
奉
仕
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
神
社
と
は
普
段
あ
ま
り
縁
の
な
い
学
生
か
ら

は
神
社
が
ど
の
や
う
な
場
所
で
あ
る
か
な
ど
の
質

問
が
あ
っ
た
り
な
ど
、
学
生
も
皆
積
極
的
で
質
問

も
多
く
、
と
に
か
く
話
題
に
事
欠
か
な
か
っ
た
。

皇紀2684年　神青協通信／第149号（令和6年7月31日）25



私
含
め
、
話
に
夢
中
で
食
事
の
手
が
完
全
に
止

ま
っ
て
し
ま
ふ
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。

　

交
流
会
の
後
は
、
内
宮
神
域
に
て
夜
間
参
拝
を

行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
降
り
し
き
っ
て
ゐ
た
雨
も
止

み
、
洗
ひ
流
さ
れ
た
か
の
や
う
な
清
ら
か
な
空
気

の
中
、心
静
か
に
お
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

参
拝
を
終
へ
た
後
、
宇
治
橋
で
星
を
見
な
が
ら
髙

部
参
与
か
ら
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見
る
と
こ
の
時
の
言
葉
や
体
験
が
心
に

深
く
残
っ
た
と
い
ふ
学
生
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
ふ

実
感
が
強
く
湧
い
た
瞬
間
で
あ
る
。

　

翌
日
は
外
宮
日
別
朝
夕
大
御
饌
祭
の
奉
拝
か
ら

始
ま
っ
た
。神
宮
委
員
に
よ
る
解
説
に
耳
を
傾
け
、

時
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
皆
熱
心
に
木
々
の
合

間
か
ら
奉
拝
を
行
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
後
は
御
垣
内

参
拝
、
せ
ん
ぐ
う
館
の
見
学
、
移
動
し
て
倭
姫
宮

の
参
拝
と
、
二
日
目
も
神
宮
の
様
々
な
と
こ
ろ
を

案
内
し
て
い
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
神
宮
委
員
の
解

説
を
真
剣
に
聞
く
学
生
の
様
子
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
か
う
し
て
神
宮
古
殿
地
清
掃
奉
仕
事
業
の
全

行
程
は
終
了
し
た
。

　

今
回
は
日
程
の
都
合
上
、
学
生
に
と
っ
て
は
春

休
み
中
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
そ
の
休
暇
期
間
に

自
身
の
意
思
で
参
加
を
決
め
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
古
殿
地
清
掃
を

通
じ
て
得
た
多
く
の
学
び
や
気
づ
き
を
、
さ
ら
に

自
分
の
周
り
の
友
人
や
家
族
に
も
広
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
ふ
。
意
欲
関
心
も
発
信
力
も
あ
る
若

い
世
代
に
向
け
た
今
回
の
や
う
な
事
業
を
、
今
後

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

（
神
宮
啓
発
委
員　

御
田
幸
嗣
）
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令
和
五
年
度
中
央
研
修
会

　

令
和
六
年
三
月
七
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
、

北
海
道
神
道
青
年
協
議
会
主
管
の
も
と
、
札
幌
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
国
際
館
パ
ミ
ー
ル
を
会
場
と
し

て
、
令
和
五
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
疫
禍
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ

て
初
め
て
の
開
催
と
な
り
、
全
国
よ
り
二
九
五
名

の
会
員
が
参
集
し
た
。

　
「
未
来
へ
の
礎
〜
青
年
神
職
に
伝
へ
た
い
こ
と

〜
」
を
主
題
に
据
ゑ
て
開
か
れ
た
本
研
修
会
。
国

や
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
先
の
見
え
な
い
時
代
の
岐
路
に
立
つ
今
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
神
社

に
対
す
る
期
待
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
ゐ
る
の

で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

　

第
一
講
で
は
、
作
家
で
あ
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
門
田
隆
将
先
生
よ
り
「
私
た
ち
は
『
国
家
の
難

題
』
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」
と
題
し
、
御
講
演

を
頂
い
た
。
先
生
は
、
日
本
存
続
の
た
め
に
も
憲

法
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
力
強
く
主
張
さ
れ
た
。

憲
法
改
正
は
剣
を
持
つ
こ
と
で
は
な
く
楯
を
持
つ

こ
と
で
あ
る
と
我
々
が
理
解
し
、
氏
子
崇
敬
者
に

伝
へ
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
へ
の
啓
発
を
行
ふ
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
ら
れ

た
。

　

第
二
講
で
は
、
上
川
大
雪
酒
造
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
の
塚
原
敏
夫
先
生
よ
り
「
共
感
と
共

創
・
地
域
連
携
の
力
で
道
を
拓
く
」
と
題
し
、
地

域
と
連
携
を
図
り
、「
点
」
の
事
業
者
の
み
が
発

展
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
と
い
ふ
「
面
」
で
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

た
。
地
域
社
会
の
核
と
な
る
神
社
を
お
護
り
す
る

我
々
に
と
っ
て
、
地
域
と
連
携
を
深
め
て
い
く
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
を
深
め
る
た
め
に
は

先
方
か
ら
声
が
掛
か
る
の
を
待
っ
て
ゐ
る
だ
け
で

は
な
く
、
自
ら
行
動
を
起
こ
し
、
周
り
を
巻
き
込

ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
仰
ら
れ
て
ゐ
た

こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

第
三
講
で
は
、
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
一
般
社
団

法
人
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
代
表
理
事
の
本
橋
麻
里
先

生
よ
り
「
ゼ
ロ
か
ら
の
チ
ー
ム
作
り
〜
常
呂
か
ら

世
界
へ
〜
」
と
題
し
、
組
織
作
り
に
つ
い
て
御
講

演
を
頂
い
た
。
所
属
選
手
の
個
性
と
そ
れ
ぞ
れ
が

お
か
れ
た
環
境
を
尊
重
し
な
が
ら
、「
人
生
の
中

に
カ
ー
リ
ン
グ
が
あ
る
生
き
方
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
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と
し
て
チ
ー
ム
を
作
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
研
修

会
に
参
加
し
た
会
員
の
奉
務
神
社
に
は
、
職
員
が

多
く
在
籍
し
て
ゐ
る
神
社
も
あ
れ
ば
一
人
で
奉
仕

し
て
ゐ
る
神
社
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
環
境
が
異
な

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
第
二
講
で
も
提

唱
さ
れ
た
や
う
に
、
地
域
と
の
連
携
は
い
づ
れ
の

場
合
に
も
欠
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
神
社
と
地

域
を
チ
ー
ム
と
捉
へ
、
お
互
ひ
が
同
じ
方
向
を
向

い
て
邁
進
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
や

う
な
講
演
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
大
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
お
互
ひ
の
情
報
交
換
と
交
流
が
促
さ
れ
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

世
の
中
の
時
流
を
捉
へ
、
共
に
学
び
、
相
互
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
道
を

見
出
し
、
青
年
神
職
が
思
ひ
描
く
神
社
や
地
域
の

未
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
更
に
は
地
域
社
会
の

牽
引
者
と
し
て
輝
か
し
い
未
来
を
歩
み
進
め
る
た

め
の
礎
と
な
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

（
教
化
委
員
長　

畠
山
邦
洋
）
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光
舞
　
奉
奏
の
記
録
（
令
和
五
年
九
月
以
降
）

兵
庫
県
神
道
青
年
会

　

阪
神
淡
路
大
震
災
慰
霊
祭

　

令
和
六
年
一
月
十
七
日　

五
時
四
十
六
分

　
（
震
災
発
災
時
刻
）
斎
行

　

於　

淡
路
島
北
淡
震
災
記
念
公
園

神
道
青
年
九
州
地
区
協
議
会

　

戦
没
者
慰
霊
祭
並
び
に世

界
恒
久
平
和
祈
念
祭

　

令
和
六
年
二
月
五
日　

十
四
時
斎
行

　

於　

長
崎
県
神
社
庁

宮
城
県
神
道
青
年
会

　

東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭

　

令
和
六
年
三
月
十
一
日　

十
四
時
四
十
六
分

　
（
震
災
発
災
時
刻
）
斎
行

　

於　

川
口
神
社
社
務
所
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秋
田
県
神
道
青
年
会

東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭

令
和
六
年
三
月
十
一
日

十
四
時
四
十
六
分

（
震
災
発
災
時
刻
）
斎
行

於

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

青
森
県
神
道
青
年
会

東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭

令
和
六
年
三
月
十
一
日

十
四
時
四
十
六
分

（
震
災
発
災
時
刻
）
斎
行

於

八
戸
市
種
差
海
岸

富
山
県
神
道
青
年
会

み
や
び
音
楽
祭
（
富
山
県
神
社
庁
主
催
）

令
和
六
年
七
月
七
日

於

総
曲
輪
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ

【
神
社
シ
ー
ル
ブ
ッ
ク
】

こ
の
度
、
神
青
協
事
業
委
員
会
で
は
青
少
年

教
化
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
神
社
を
題
材
に

し
た
「
神
社
シ
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
の
制
作
、
監
修

を
致
し
ま
し
た
。

絵
本
や
カ
ル
タ
な
ど
様
々
な
教

化
資
材
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ー
ル

ブ
ッ
ク
は
指
先
を
使
ひ
、
遊
び
を

通
じ
て
、
器
用
さ
や
集
中
力
、
想

像
力
な
ど
を
身
に
付
け
な
が
ら
、

よ
り
神
社
に
親
し
み
を
持
て
る
資

材
で
は
な
い
か
と
着
目
し
ま
し

た
。七

五
三
の
記
念
品
な
ど
、
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
幅
広
く
御
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
ひ

ま
す
。

神
青
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
バ
ナ
ー
か
ら
チ

ラ
シ
と
注
文
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
の
で
関
係
各
位
へ
御
推
奨
い
た

だ
き
ま
す
や
う
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。
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創
立
七
十
五
周
年
奉
告
参
拝
・

神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を

守
り
伝
へ
る
委
員
会
設
置
奉
告
参
拝

　

昭
和
二
十
四
年
、
青
年
神
職
の
信
念
と
決
意
を

結
集
し
て
当
会
は
創
立
さ
れ
た
。
以
来
、
皇
室
国

家
の
護
持
と
祖
国
復
興
・
神
道
興
隆
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
民
族
精
神
の
恢
復
と
道
義
国
家
の
再
興

を
目
標
に
、
時
局
を
見
据
ゑ
た
積
極
果
敢
な
活
動

を
展
開
し
、
本
年
は
創
立
七
十
五
周
年
の
佳
節
を

迎
へ
た
。

　

ま
た
、
当
会
発
足
時
よ
り
神
宮
奉
賛
活
動
は
活

動
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
第
六
十
一
回
神
宮
式
年

遷
宮
の
御
聴
許
を
拝
し
た
昭
和
五
十
九
年
に
「
神

宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る
委
員

会
」
を
初
め
て
発
足
さ
せ
た
。
十
年
に
わ
た
る
活

動
の
後
は
各
都
道
府
県
の
啓
発
活
動
を
調
査
し
、

各
単
位
会
並
び
に
委
員
会
の
活
動
等
の
記
録
を
取

り
纏
め
て
次
な
る
活
動
の
た
め
に
資
し
た
。
平
成

十
五
年
に
は
「
遷
宮
啓
発
準
備
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
て
、
過
去
の
検
証
と
次
期
に
向
け
た
活
動
の

模
索
を
行
ひ
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
御

聴
許
を
拝
し
た
平
成
十
六
年
に
は
「
神
宮
式
年
遷

宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る
委
員
会
」
を
設

置
。五
期
十
年
に
わ
た
っ
て
事
業
展
開
を
行
っ
た
。

御
遷
宮
終
了
後
は
「
次
世
代
委
員
会
」
を
設
置
し

て
即
座
に
検
証
を
行
ひ
、
継
続
的
な
啓
発
活
動
の
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必
要
性
を
確
認
し
た
た
め
、「
神
宮
啓
発
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
て
昨
年
度
ま
で
活
動
し
て
き
た
。
そ

し
て
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
御
聴
許
を
拝

し
た
本
年
、「
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を

守
り
伝
へ
る
委
員
会
」（
遷
宮
委
員
会
）を
設
置
し
、

式
年
遷
宮
の
完
遂
は
も
と
よ
り
、
そ
の
意
義
を
広

く
啓
蒙
し
て
い
く
べ
く
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

　

五
月
二
十
七
日
、
当
会
創
立
七
十
五
周
年
及
び

遷
宮
委
員
会
設
置
を
奉
告
す
べ
く
、
外
宮
及
び
内

宮
に
て
御
垣
内
参
拝
を
行
っ
た
。
役
員
と
遷
宮
委

員
一
同
、
先
輩
諸
賢
の
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た

七
十
五
年
の
歴
史
の
重
み
と
、
当
会
活
動
の
中
で

遷
宮
委
員
会
が
担
ふ
役
割
の
重
大
さ
を
噛
み
締
め

な
が
ら
両
宮
を
参
拝
し
た
。

　

内
宮
で
は
御
神
楽
を
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

続
い
て
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
神
宮
司
庁
に
お
い

て
神
宮
少
宮
司
齊
藤
郁
雄
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
遷

宮
委
員
会
の
発
会
式
を
行
っ
た
。
大
鳥
居
会
長
は

「
天
皇
陛
下
の
御
聴
許
を
拝
し
、
第
六
十
三
回
神

宮
式
年
遷
宮
へ
向
け
て
準
備
が
本
格
化
す
る
中
、

御
遷
宮
が
国
民
総
奉
賛
の
う
ち
に
国
家
の
重
儀
と

し
て
行
は
れ
る
べ
く
、
さ
ら
に
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
齊
藤
少

宮
司
様
か
ら
は
、
神
宮
委
員
と
し
て
出
向
さ
れ
た

際
の
経
験
を
踏
ま
へ
な
が
ら
、
遷
宮
委
員
会
の
活

動
意
義
な
ど
を
御
訓
示
い
た
だ
い
た
。
当
時
の
神

青
協
の
仲
間
と
今
も
交
流
が
あ
る
こ
と
が
大
変
あ

り
が
た
い
と
語
ら
れ
て
ゐ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。続
い
て
松
田
遷
宮
委
員
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

大
鳥
居
会
長
よ
り
遷
宮
委
員
一
人
ひ
と
り
へ
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

我
が
国
の
伝
統
文
化
を
守
り
伝
へ
る
こ
と
を
改

め
て
誓
ふ
参
拝
と
な
っ
た
。

（
総
務
局
員　

久
富
真
道
）
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創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
　

巫
女
の
た
め
の
神
宮
研
修
会

　

五
月
二
十
八
日
か
ら
二
日
間
、
神
宮
式
年
遷
宮

の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る
委
員
会
（
遷
宮
委

員
会
）
主
管
に
よ
り
、「
創
立
七
十
五
周
年
記
念

事
業　

巫
女
の
た
め
の
神
宮
研
修
会
」
が
神
宮
の

御
神
域
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
神
社

よ
り
総
勢
七
十
五
名
の
巫
女
が
集
ひ
、
二
日
間
の

研
修
に
臨
ん
だ
。

　

本
研
修
は
、
地
域
の
氏
神
と
氏
子
の
仲
執
り
持

ち
と
し
て
日
々
奉
仕
す
る
巫
女
が
、
神
宮
の
御
神

域
で
な
け
れ
ば
感
じ
取
る
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重

な
体
験
を
通
じ
て
神
宮
へ
の
見
識
を
深
め
る
事
を

目
的
と
し
て
、
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
事
業

で
あ
り
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
お
よ
そ
七

年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

一
日
目
は
内
宮
参
集
殿
に
て
受
付
、
改
服
し
た

の
ち
に
整
列
し
、
神
宮
委
員
の
先
導
の
も
と
内
宮

御
神
域
を
参
進
。
ま
づ
神
楽
殿
に
て
御
神
楽
を
御

奉
納
し
た
の
ち
、
正
宮
に
て
参
拝
を
行
っ
た
。
雨

が
強
く
降
り
し
き
る
中
、
緊
張
感
を
伴
っ
た
凛
と

し
た
表
情
で
、
白
衣
緋
袴
の
七
十
五
名
の
巫
女
た

ち
が
足
並
み
を
揃
へ
て
御
神
域
を
参
進
す
る
姿
は

実
に
清
々
し
く
、
目
に
し
た
参
拝
者
の
心
を
洗
ふ

や
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。

　

次
に
参
集
殿
二
階
講
堂
に
て
結
団
式
が
行
は

れ
、
続
い
て
神
宮
神
職
に
よ
る
御
講
義
を
い
た
だ

い
た
。
神
宮
宮
掌
西
本
俊
一
朗
先
生
に
よ
る
第
一

講
で
は
「
神
宮
の
創
祀
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
神

宮
の
日
々
の
お
祭
り
や
、
ま
も
な
く
始
ま
る
式
年

遷
宮
の
諸
行
事
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
き
、
講
義
後
に
は
神
宮
舞
女
が
実
際
に
御

神
楽
で
使
用
す
る
三
方
や
土
器
に
触
れ
る
と
い
ふ

特
別
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
神
宮
宮
掌
磯
島
一
郎
先
生
に
よ
る
第
二

講
で
は
「
神
宮
大
麻
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
神
宮

大
麻
の
歴
史
や
頒
布
数
の
推
移
な
ど
に
触
れ
な
が

ら
お
話
し
い
た
だ
き
、
奉
製
過
程
の
神
宮
大
麻
を

拝
見
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
ま
た
冒
頭
で
先
生
よ

り
「
授
与
所
で
参
拝
者
に
神
宮
大
麻
に
つ
い
て
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
ふ
問
ひ
か
け
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
参
加
者
の
殆
ど
が
手
を
上
げ

る
と
い
ふ
場
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
講
義
を
通
じ
て

神
宮
大
麻
に
つ
い
て
の
知
識
が
よ
り
深
ま
る
こ
と

で
、
そ
れ
が
実
際
に
参
拝
者
へ
の
応
対
の
向
上
に

繋
が
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
瞬
間
で

あ
っ
た
。

　

ど
ち
ら
の
講
義
に
お
い
て
も
、
一
同
真
剣
な
面

持
ち
で
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
講
義
に
聴
き

入
り
、
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
積
極
的
に
挙
手
し

質
問
を
行
ひ
、
御
講
義
い
た
だ
い
た
両
名
の
先
生

か
ら
も
、
研
修
生
一
同
の
受
講
態
度
に
つ
い
て
大

層
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

講
義
を
終
へ
て
ス
ー
ツ
へ
改
服
後
、
同
会
場
に

て
夕
食
懇
親
会
を
行
ひ
、
食
事
の
前
後
に
は
「
食

前
・
食
後
感
謝
詞
」
を
一
同
で
奉
唱
し
た
。
初
め

て
行
ふ
行
事
に
戸
惑
ひ
な
が
ら
も
、
参
加
者
一
同

は
心
を
込
め
て
、神
々
の
恵
み
に
感
謝
を
捧
げ
た
。

中
に
は
研
修
前
に
奉
務
神
社
に
て
練
習
を
行
っ
た

と
い
ふ
参
加
者
も
を
り
、
改
め
て
本
研
修
会
へ
巫

女
を
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
た
全
国
各
社
の
皆
様

に
感
謝
の
気
持
ち
が
募
っ
た
。
夕
食
懇
親
会
で
は
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参
加
者
同
士
、
ま
た
役
員
や
遷
宮
委
員
も
交
へ
一

同
和
気
藹
々
と
会
話
も
弾
み
、
大
い
に
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
後
再
び
参
道
に
整
列
し
夜
間
参
拝
へ
と
向

か
っ
た
。
一
時
は
夜
間
参
拝
の
挙
行
も
危
ぶ
ま
れ

た
ほ
ど
の
大
雨
も
そ
の
頃
に
は
小
雨
へ
と
変
は

り
、
夜
間
の
御
神
域
に
は
日
中
の
参
拝
者
の
賑
や

か
な
声
も
一
切
な
く
静
寂
と
暗
闇
に
包
ま
れ
、
雨

音
と
砂
利
を
踏
み
し
め
る
音
の
み
が
鳴
り
響
く
中

で
の
参
拝
で
あ
っ
た
。
普
段
決
し
て
体
験
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
今
回
の
夜
間
参
拝
は
、
参
加
者
に

特
別
な
思
ひ
出
を
与
へ
、
ま
た
恐
れ
な
が
ら
も
神

宮
に
お
わ
す
神
々
の
神
気
を
そ
の
身
に
感
ず
る
体

験
と
な
っ
た
こ
と
に
違
ひ
な
い
。
夜
間
参
拝
を
終

へ
る
と
、
貸
切
バ
ス
に
て
伊
勢
市
駅
ま
で
向
か
ひ

解
散
。
一
日
目
の
行
程
は
終
了
し
た
。

　

二
日
目
は
午
前
八
時
三
十
分
に
外
宮
火
除
橋
前

に
集
合
、
外
宮
正
宮
に
て
御
垣
内
参
拝
の
の
ち
、

別
宮
遙
拝
を
行
っ
た
。
一
日
目
の
荒
天
か
ら
一
転

し
て
雲
一
つ
な
い
快
晴
と
な
り
、
心
地
よ
い
空
気

の
中
で
の
参
拝
と
な
っ
た
。
外
宮
で
の
参
拝
を
終

へ
る
と
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
せ
ん
ぐ
う
館
の

見
学
、
倭
姫
宮
の
参
拝
を
そ
れ
ぞ
れ
で
順
番
を
前

後
し
て
行
っ
た
。
せ
ん
ぐ
う
館
で
は
時
間
の
都
合

上
駆
け
足
で
の
見
学
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
貴

重
な
神
宮
の
御
装
束
神
宝
の
数
々
や
神
宮
式
年
遷

宮
の
社
殿
造
営
に
関
す
る
模
型
や
映
像
な
ど
を
目

の
当
た
り
に
し
、
深
く
感
銘
を
受
け
て
ゐ
る
様
子

が
伺
へ
た
。
倭
姫
宮
で
は
参
拝
後
に
神
宮
委
員
よ

り
解
説
を
受
け
た
。
倭
姫
命
の
旅
路
に
想
ひ
を
馳

せ
、
巫
女
と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
各
々
が
改

め
て
考
へ
る
き
っ
か
け
を
与
へ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
は
内
宮
参
集
殿
に
場
所
を
移
し
、
神
宮

舞
女
二
名
よ
り
御
講
話
を
い
た
だ
い
た
。
事
前
に

受
け
付
け
た
質
問
を
も
と
に
お
話
さ
れ
、
ま
た
そ

れ
に
加
へ
て
当
日
の
質
問
に
も
お
答
へ
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
た
。
参
加
者
一
同
、
舞
女
と
い
ふ
お

役
目
に
対
し
て
興
味
津
々
な
様
子
で
あ
っ
た
。
続

い
て
七
つ
の
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

も
活
発
に
意
見
が
交
は
さ
れ
、
後
半
時
間
で
は
各

班
か
ら
代
表
者
を
一
名
選
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

が
出
し
た
結
論
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
解
団
式
を
行
ひ
、
大
鳥
居
会
長
よ
り
修

了
証
が
手
渡
さ
れ
て
解
散
と
な
っ
た
。
解
散
時
に

は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
へ
リ
ン
ク
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
各
々
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
っ
て
い

た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
結
果
多
く
の

参
加
者
よ
り
御
回
答
い
た
だ
き
、
本
研
修
に
つ
い

て
多
数
の
お
喜
び
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
奉

務
神
社
以
外
の
巫
女
と
の
交
流
を
喜
ぶ
声
が
多
く

見
ら
れ
、
横
の
繋
が
り
を
得
る
機
会
の
少
な
い
巫

女
同
士
が
交
流
す
る
機
会
と
し
て
も
、
本
研
修
を

行
ふ
こ
と
の
意
義
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
。
一
方
で
行
程
時
間
の
短
さ
な
ど
に
つ
い
て
の

御
指
摘
も
い
た
だ
い
た
の
で
、
反
省
点
は
次
回
以

降
の
開
催
に
繋
げ
ら
れ
る
や
う
委
員
会
に
て
し
っ

か
り
と
ま
と
め
、次
期
へ
の
引
継
ぎ
を
行
ひ
た
い
。

　

先
だ
っ
て
神
宮
に
お
か
れ
て
は
畏
く
も
天
皇
陛

下
よ
り
御
聴
許
を
賜
り
、
第
六
十
三
回
神
宮
式
年

遷
宮
へ
の
準
備
が
各
方
面
に
て
本
格
的
に
始
ま
っ

て
ゐ
る
。
そ
の
記
念
す
べ
き
時
節
に
開
催
さ
れ
た
本

研
修
会
が
、
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
完
遂

に
寄
与
せ
む
こ
と
を
期
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
一

同
が
研
修
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
各
奉
務
神
社

に
持
ち
帰
り
、
日
々
の
御
奉
仕
に
、
ま
た
今
後
の

更
な
る
神
宮
啓
発
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
神
宮
式
年
遷
宮
の
〝
こ
こ
ろ
〟
を
守
り
伝
へ
る

委
員
長　

松
田
直
隆
）
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令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
対
応
に
つ
い
て

　

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
発
災
よ
り
、
既
に

半
年
が
経
過
し
た
。
消
防
庁
の
発
表
に
よ
れ
ば
死

者
二
六
九
名
、
重
傷
者
は
三
三
九
名
に
上
り
、
住

宅
の
損
壊
は
三
万
棟
近
く
と
い
ふ
大
規
模
な
被
害

が
出
て
ゐ
る
。
能
登
半
島
の
各
所
で
は
地
盤
の
隆

起
に
よ
り
漁
港
の
堤
防
が
数
メ
ー
ト
ル
せ
り
上
が

り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
漁
港
が
干
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
半
島
の
先
端
部
へ
向

か
ふ
道
路
の
い
く
つ
か
は
ト
ン
ネ
ル
崩
落
や
土
砂

崩
れ
、
法
面
崩
壊
に
よ
り
不
通
と
な
り
、
水
な
ど

支
援
物
資
を
届
け
る
車
両
の
通
行
は
大
き
く
影
響

を
受
け
た
。
か
う
し
た
状
況
下
に
あ
り
「
支
援
に

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
」
状
態
が
続
い
て
ゐ
た

が
、
国
土
交
通
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
五
月
末
時
点

で
国
道
は
約
九
割
、
県
道
で
は
七
割
が
復
旧
し
て

を
り
、
の
と
里
山
海
道
も
七
月
中
旬
に
対
面
通
行

を
再
開
し
て
ゐ
る
。
当
会
と
し
て
も
、
今
後
現
地

単
位
会
や
地
区
の
要
請
に
応
じ
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
参
り
た
く
、
本
格
的
な
支
援
活
動
に
向
け

て
、
発
災
か
ら
現
在
ま
で
の
当
会
の
対
応
を
ま
と

め
た
。

 

 

 

 

 

 

 

 

神
社
義
捐
金
募
集
ポ
ス
タ
ー
は
事
業
委
員
会
に
て
作
成
さ
れ
た
。

初
期
対
応

　

一
月
一
日
の
午
後
四
時
十
分
頃
に
地
震
が
発
生

し
て
間
も
な
く
、
大
鳥
居
会
長
よ
り
、
役
員
の
川

﨑
副
会
長
（
石
川
県
）、
林
理
事
（
富
山
県
）、
畠

山
理
事
（
新
潟
県
）
の
無
事
を
確
認
。
そ
の
後
、

川
﨑
副
会
長
よ
り
災
害
用
役
員
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ

に
て
現
状
の
報
告
が
あ
り
、
夜
に
は
災
害
メ
ー
リ

ン
グ
に
て
役
員
、
顧
問
、
Ｏ
Ｂ
に
災
害
連
絡
を
配

信
し
た
。
翌
二
日
に
三
役
・
総
務
局
長
会
議
で
対

応
を
協
議
し
、
そ
の
後
も
災
害
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ

で
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、
六
日
、
菊
波
・
災
害
メ
ー

リ
ン
グ
に
て
、「
受
け
入
れ
側
の
負
担
軽
減
に
努

め
な
が
ら
中
長
期
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
方

針
が
大
鳥
居
会
長
よ
り
示
さ
れ
た
。
一
方
で
東
北

地
区
は
い
ち
早
く
行
動
し
て
を
り
、
三
日
に
は
小

笠
原
理
事
が
青
森
県
を
出
発
、
翌
四
日
に
金
沢
市

へ
物
資
を
搬
入
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
預

け
た
物
資
は
七
尾
市
ま
で
し
か
届
か
な
い
と
判
明

し
た
た
め
、
改
め
て
金
沢
市
内
で
物
資
を
購
入
し

て
か
ら
珠
洲
市
へ
送
り
届
け
た
。
さ
ら
に
翌
五
日

に
は
富
山
県
ま
で
一
旦
引
き
返
し
て
物
資
を
購
入

し
、
再
度
珠
洲
市
へ
搬
入
。
そ
の
際
、
数
名
の
宮

司
様
と
の
面
会
が
叶
っ
た
こ
と
で
、
発
災
直
後
の

現
況
を
伺
ひ
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ら
現
地

の
情
報
は
ま
と
め
て
九
日
に
災
害
メ
ー
リ
ン
グ
で

配
信
さ
れ
た
。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
支
援

　

一
月
十
日
、
富
山
県
神
道
青
年
会
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
菊
波
メ
ー
リ
ン
グ
に
て
全
国
単
位
会
へ

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
支
援
を
呼
び
か
け
た
。
元
々
富

山
県
神
社
庁
に
は
備
蓄
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
度
の
地
震
に
よ
り
行
政
に
寄
贈
し
た
う

へ
、
降
雨
降
雪
が
近
づ
く
中
で
さ
ら
に
シ
ー
ト
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
青
年
会
へ
支
援

を
要
請
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
と
い
っ
て
も
そ
の
種
別
は
様
々
で
あ
る

が
、「
三
．
六
メ
ー
ト
ル
×
五
．
四
メ
ー
ト
ル
以

上
の
厚
手
の
も
の
」
と
い
ふ
指
定
が
あ
っ
た
こ
と

で
、購
入
す
る
単
位
会
は
迷
ひ
な
く
用
意
が
出
来
、

集
ま
っ
た
シ
ー
ト
を
分
配
す
る
際
に
も
効
率
良
く

進
め
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。
全
国
よ
り
一
三
〇
〇

枚
を
超
え
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
集
ま
り
、
石
川
県

や
富
山
県
の
各
所
へ
届
け
ら
れ
た
。

集
積
拠
点
と
な
っ
た
有
礒
正
八
幡
宮
（
富
山
県
高
岡

市
）へ
全
国
か
ら
直
接
送
ら
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
、

こ
こ
か
ら
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
た
。

皇紀2684年　神青協通信／第149号（令和6年7月31日）35



神
社
義
捐
金
の
募
集
に
つ
い
て

　

一
月
十
五
日
、
神
社
本
庁
教
化
課
よ
り
「
令
和

六
年
能
登
半
島
地
震
神
社
義
捐
金
」
の
募
集
に
つ

い
て
協
力
要
請
が
あ
り
、
単
位
会
で
集
め
た
義
捐

金
は
各
神
社
庁
を
通
じ
て
被
災
県
神
社
庁
へ
贈
呈

す
る
こ
と
を
決
定
。
ま
た
、
社
頭
で
参
拝
者
か
ら

志
を
募
る
際
に
役
立
て
る
べ
く
「
神
社
義
捐
金
募

集
ポ
ス
タ
ー
」
を
作
成
し
、
災
害
対
策
本
部
設
置

の
連
絡
と
併
せ
て
二
十
二
日
に
災
害
メ
ー
リ
ン
グ

に
て
全
国
単
位
会
へ
配
信
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
に
は

地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
神
社
の
写
真
（
小
笠

原
理
事
撮
影
）
を
使
用
し
て
ゐ
る
が
、
こ
ち
ら
は

あ
り
が
た
く
も
石
川
県
神
社
庁
様
よ
り
掲
載
許
可

を
頂
い
て
ゐ
る
。

今
後
に
つ
い
て

　

発
災
し
て
間
も
な
い
頃
は
現
地
の
単
位
会
で
さ

へ
も
十
分
な
支
援
を
行
へ
な
い
状
況
が
続
い
て
ゐ

た
が
、
そ
れ
も
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
全
国
メ
デ
ィ
ア
で
能
登
半
島
地
震

関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
か
け
る
こ
と
は
だ
ん
だ
ん

な
く
な
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
け
れ

ど
も
当
然
復
興
は
道
半
ば
で
あ
り
、
正
月
に
目
に

し
た
写
真
や
映
像
を
思
へ
ば
、
神
社
の
復
興
は
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
被
災
地
域
の
単
位
会
か
ら
も
、
謝
辞
に
添

へ
て
「
発
災
直
後
よ
り
、
全
国
の
青
年
会
諸
志
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物
資
の
搬
送
や
炊
き
出
し
な

ど
の
支
援
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後

も
北
陸
神
青
と
連
携
し
て
継
続
し
た
支
援
活
動
を

行
ふ
こ
と
に
な
っ
て
を
り
ま
す
。
皆
様
方
よ
り
の

引
き
続
い
て
の
御
支
援
を
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま

す
。」（
富
山
県
神
道
青
年
会
髙
尾
会
長
）、「
少
し

ず
つ
で
す
が
北
陸
神
青
と
し
て
現
地
で
の
活
動
が

行
へ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
皆
様
に
も
御

協
力
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
ひ
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
ひ
し
ま
す
。」（
石

川
県
神
道
青
年
会
厚
見
会
長
）
と
の
言
葉
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
て
ゐ
る
。
我
々
は
神
職
と
し
て
、
地

震
で
被
害
を
受
け
た
神
社
や
そ
こ
で
暮
ら
す
氏
子

の
方
々
に
思
ひ
を
寄
せ
続
け
る
と
と
も
に
、
ゆ
く

り
な
く
も
命
を
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
御
霊
の
平

穏
を
お
祈
り
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
、
当
会
と
し
て
支
援
活
動
の
参
加
を
募
っ
た
際

に
は
、
こ
れ
ま
で
出
来
な
か
っ
た
分
、
是
非
と
も

大
勢
の
会
員
よ
り
お
力
添
へ
を
賜
り
た
く
思
ふ
。

（
広
報
委
員　

小
田
成
範
）

復
興
祈
願
祝
詞
は
、
三
月
二
十
日
に
菊
波
メ
ー
リ
ン
グ
に
て
各
単
位
会
へ
配
信
さ
れ
た
。
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一
、
主
題　
彼
を
知
り
己
を
知
る
〜
国
を
守
る
と
い
ふ
こ
と
〜

一�

、
趣
旨　
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
一
先

づ
の
落
ち
着
き
を
見
せ
た
も
の
の
、
国
際
情
勢
は
急
転
的
な
変
化
を
迎

へ
て
ゐ
る
。
周
知
の
と
ほ
り
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
武
力
衝
突
が
発
生
し
、
軍
事
力
に
よ
る
現

状
変
更
の
目
論
見
が
公
然
と
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は

台
湾
、
沖
縄
へ
の
動
向
に
も
影
響
を
与
へ
る
も
の
で
あ
り
、
有
事
に
備

へ
、
憲
法
を
改
正
し
、
自
衛
隊
が
国
防
の
要
と
し
て
の
力
を
発
揮
出
来

る
や
う
体
制
を
整
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
憲
法
改
正
の
発
議

に
必
要
な
各
議
院
の
総
議
員
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
と
い
ふ
条
件
が
満

た
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
は
戦
後
八
十
年
と
い
ふ
節
目
を
目
前
に
控

へ
て
ゐ
る
が
、
改
憲
の
気
運
が
高
ま
っ
て
ゐ
る
と
は
言
へ
な
い
だ
ら

う
。
発
議
後
は
国
民
投
票
に
よ
っ
て
改
正
の
成
否
が
決
定
さ
れ
る
た

め
、
我
々
が
氏
子
崇
敬
者
に
改
憲
の
重
要
性
を
伝
へ
る
た
め
に
も
、
先

づ
は
改
め
て
何
の
た
め
に
改
憲
が
必
要
で
あ
る
か
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

�　

一
方
で
、
国
を
守
る
こ
と
は
武
器
を
取
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
こ

れ
ま
で
築
い
て
き
た
文
化
・
伝
統
・
思
想
と
い
っ
た
日
本
人
と
し
て
の

在
り
方
を
受
け
継
ぎ
、
次
代
に
伝
へ
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
地
域

の
魅
力
を
再
発
掘
し
、
懐
か
し
く
も
新
し
い
、
未
来
に
繋
が
る
原
風
景

を
創
り
出
す
た
め
に
は
、
多
角
的
な
視
野
が
必
要
で
あ
る
。
神
社
が
地

域
と
共
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
の
先
駆
的
な
事
例
を
学
び
新
た

な
気
付
き
を
得
た
い
。

　

�　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
ふ
社
会
変
化
の
波
は
斯
界
に
も
押
し
寄
せ

て
ゐ
る
。
神
社
と
し
て
も
否
応
な
く
こ
の
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。し
か
し
、そ
の
流
れ
に
身
を
任
せ
て
本
質
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
新
し
い
技
術
を
神
社
護
持
に
活
用
す
る
こ
と
で
活
路
を
見
出

す
こ
と
も
出
来
る
だ
ら
う
。
神
道
の
価
値
観
と
精
神
を
重
ん
じ
、
優
れ

た
知
識
や
技
術
の
一
端
を
学
び
、
伝
統
と
革
新
の
融
合
を
模
索
す
る
。

　

�　

日
本
の
安
全
と
繁
栄
を
祈
る
の
は
神
職
の
日
々
の
務
め
だ
が
、
守
る

た
め
に
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
学
び
、
地
域
の
発
展
や
神
社
護
持
に
活

か
す
こ
と
が
出
来
る
や
う
本
研
修
会
を
開
催
す
る
。

令
和
六
年
度
　
神
道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
　
開
催
要
綱

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
講
師
紹
介

【
第
一
講
】

 

岩
田　

清
文
（
元
陸
上
幕
僚
長
）

【
経
歴
】

　

昭
和
三
十
二
年
、
徳
島
県
生
ま
れ
。
防
衛
大
学
校
電
気
工
学
科
卒
。

昭
和
五
十
四
年
に
陸
上
自
衛
隊
入
隊
。
第
七
十
一
戦
車
連
隊
長
、
陸

上
幕
僚
監
部
人
事
部
長
、
第
七
師
団
長
、
統
合
幕
僚
副
長
、
北
部
方

面
総
監
な
ど
を
経
て
平
成
二
十
五
年
に
第
三
十
四
代
陸
上
幕
僚
長
に

就
任
。
平
成
二
十
八
年
に
退
官
。『
自
衛
隊
最
高
幹
部
が
語
る
台
湾

有
事
』『
中
国
を
封
じ
込
め
よ
！
』『
中
国
、日
本
侵
攻
の
リ
ア
ル
（
自

衛
隊
元
最
高
幹
部
の
警
告
）』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

【
第
二
講
】 

藤
原　

岳
史

 

（
株
式
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
代
表
取
締
役
）

 

（
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
代
表
理
事
）

【
経
歴
】

　

昭
和
四
十
九
年
、
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
生
ま
れ
。
外
食
企
業
勤
務
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
後
、
国
内
の
Ｉ
Ｔ
企

業
勤
務
を
数
社
経
て
上
場
を
経
験
。
そ
の
後
、
故
郷
の
活
性
化
に
取

り
組
み
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
Ｕ
タ
ー
ン
。
平
成
二
十
二
年
に

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
の
理
事
に
就
任
し
古
民
家
活
用
事
業
に
参

画
。
平
成
二
十
八
年
五
月
に
株
式
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
を
設
立
し
代
表
取

締
役
に
就
任
。
地
域
の
暮
ら
し
文
化
を
次
世
代
に
繋
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
開
発
事
業
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
を
全
国
で
展

開
。

著
書
『
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
地
域
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
』（
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
社
）

※�

「
関
光
」
は
造
語
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
土
地
を
見
て
回
り
楽
し

む
「
観
光
」
よ
り
も
更
に
地
域
に
入
り
込
み
、
地
域
資
源
（
人
、

文
化
、
暮
ら
し
）
＝
光
に
関
わ
る
こ
と
を
楽
し
む
、
代
表
取
締
役

藤
原
氏
の
提
唱
す
る
新
し
い
観
光
の
在
り
方
を
意
味
し
て
い
る
。

【
第
三
講
】 

後
藤　

正
宣

 

（
株
式
会
社
Ｇ
Ｋ
Ｋ　

代
表
取
締
役
）

【
経
歴
】

　

昭
和
五
十
三
年
、
北
海
道
当
別
町
生
ま
れ
。

実
家
は
当
別
神
社
。

　

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
興
味
が
深
く
、
会
津

大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
部
在
学
中
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
業

に
参
画
、
経
営
戦
略
、
中
小
企
業
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
戦
略
を
担
当
。
同
時
に
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て（
公

財
）
日
本
生
産
性
本
部
主
催
の
日
本
経
営
品
質
賞
の
審
査
員
を
務
め
、

地
方
中
小
企
業
か
ら
大
企
業
ま
で
幅
広
い
分
野
で
の
事
業
へ
の
助
言

を
行
う
。

　

平
成
二
十
年
か
ら
は
他
業
種
で
の
新
規
事
業
立
ち
上
げ
、
起
業
家

育
成
、
事
業
投
資
等
を
手
掛
け
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
後
は

被
災
地
域
の
復
興
支
援
に
向
け
て
、
官
公
庁
政
策
な
ど
幅
広
く
助
言

を
行
う
。

一
、
主
催　
神
道
青
年
全
国
協
議
会

一
、
主
管　
神
道
青
年
全
国
協
議
会　

教
化
委
員
会

一
、
期
日　
令
和
六
年
八
月
二
十
二
日
（
木
・
先
勝
）
～

八
月
二
十
三
日
（
金
・
友
引
）

一
、
会
場　

�

神
社
本
庁
二
階
大
講
堂

　
　
　
　
　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一－

一－

二

一
、
内
容
　

第
一
日
目

【
第
一
講
】　

　

演
題　
「
台
湾
・
日
本
有
事
に
備
え
、
戦
争
を
抑
止
す
る

〜
憲
法
改
正
・
核
抑
止
、
タ
ブ
ー
無
き
議
論
を
〜
」

　

講
師　

岩
田　

清
文　

先
生
（
元
陸
上
幕
僚
長
）

【
第
二
講
】

　

演
題　
「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
関
光
ま
ち
づ
く
り
」

　

講
師　

藤
原　

岳
史　

先
生（
株
式
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
代
表
取
締
役
・

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
代
表
理
事
）

第
二
日
目

【
第
三
講
】　

　

演
題　
「
デ
ジ
タ
ル
が
変
え
る
世
界
と
神
社
の
向
き
合
い
方
」

　

講
師　

後
藤　

正
宣　

先
生
（
株
式
会
社
Ｇ
Ｋ
Ｋ
代
表
取
締
役
）
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堅い仕事、誠実奉仕

瀬 戸 装 束 店

神 社 本 廳　御用達
國學院大學　推薦店
明 治 神 宮　指定店

〔営業品目〕

●神職御装束●神楽装束●神社調度
●祭器具のすべて●神前結婚式場神殿設備
〒164-0001　東京都中野区中野３丁目10番5号

ి࿩�������������
'"9�������������

38



御社頭授与品記念品奉製
金襴錦守　 錦　袋　 木　　札
金属製守　 紙　札　 ステッカー
樹脂製守　 熊　手　 絵　　馬
その他各種授与品記念品

株式会社　ࡾѪܳ޻
˟ ��������
Ἒ৓ݝਫށ市大௩ொࣈ谷௡ ���� ൪ ��
ి࿩ɹਫށ（���）�������� ᷄
'"9ɹਫށ（���）��������
代දϝʔϧΞυϨεʗ TBOBJLPVHFJ!NPWJF�PDO�OF�KQ

ʰ神੨ڠ௨৴ʱୈ ��� ߸
ൃ ɹྩ࿨ߦ � 年 � ݄ �� ೔
ฤ ूɹ広報ҕһձ
ձٞڠࠃɹ神ಓ੨年શऀߦൃ
౎ौ谷۠代ʑ木ژॴɹ౦ߦൃ � ʵ � ʵ �
ձࣾࣜג࡮ɹχϗϯඒज़ҹ࡮ҹ࡞੍

ฤूهޙ
ɹত࿨ೋे࢛年ͷ݁੒࣐དྷɺઌഐॾ͍ܧ͕ݡͰ͜Β
Εࣣͨेޒ年ؒͷྺ࢙ʹվΊͯँײΛਃ͠上͛·͢
ͱͱ΋ʹɺ͜Ε͔Β΋શࠃ੨年神৬Ұಉɺ৺ΛҰͭ
ʹาΈΛਐΊ͍ͯ͘ॴଘͰ͍͟͝·͢ɻ
ɹ·ͨɺ広報ҕһձͱக͠·ͯ͠͸ɺҾ͖ଓ͖࣌代
ʹԠͨ͡৘報ൃ৴Λग़དྷΔ΍͏౒ΊͯࢀΓ·͢ɻ
ɹ本߸΋࠷後·Ͱ御Ұಡ͍͖ͨͩ͋Γ͕ͨ͏͍͟͝
·ͨ͠ɻ
ɹʮ఻౷ΛकΓΑΓΑ͍ະདྷͷͨΊʹʯ

ɹɹ（広報ҕһɹ熊代৳࠸）
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